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            午前１０時００分 開議 

○議長（吉田 正君） ただいまの出席議員は１９名で定足数に達しており、議会は成立

しました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付いたしました日程表のとおりです。 

 これより本日の日程に入ります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 市政に対する一般質問 

○議長（吉田 正君） 日程第１、市政に対する一般質問を行います。 

 代表質問の通告がありましたので、通告順に従い発言を許可いたします。 

 まず初めに、阿波みらい稲岡正一君の代表質問を許可いたします。 

 稲岡正一君。 

 

○１９番（稲岡正一君） おはようございます。 

 きょうは代表質問をさせていただくことになりましたけれども、議長の許可をいただき

ましたので、ただいまから阿波みらいを代表して質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、質問の前に、先般、前市長の小笠原さんが亡くなられました。小笠原さんのご功

績に対して心から敬意を表しますとともに、ご冥福をお祈りいたしたいと思います。 

 今回の質問を私は２点質問させていただくことになりました。 

 まず、第１点は庁舎問題について、そして第２点目としては阿波市の住宅ストック総合

活用計画について、この２点を重点的に質問をさせていただきたいと思います。 

 庁舎問題につきましては、毎回の議会あるいは委員会で、それぞれの議員から質問があ

ったと思います。また、庁舎問題につきましては、亡くなられた小笠原さんが一番し残し

た、心に残った大きな課題の一つでなかったかと、私は思います。それらの課題を現野崎

市長が引き継ぎまして、非常に限られた特例債の１０年という期間、そういうような短い

期間の中に、野崎市長が引き継がれて、非常に住民の中からもいろんな意見もあり、多様

な意見がたくさんあったと思います。それらを考えた上で、野崎市長が決断をして、そし

てやっとここまで実行の段階に入ったのでないかと私は思います。今までの間を振り返り

ましたら、それぞれの議員からも質問がありましたように、いろんなご意見があったと思

います。これからいよいよ具体的に本格的な庁舎建設に入るわけですが、私たちにもアウ
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トラインが庁舎を３階建てにするとか、あるいはどのくらいの面積でするとか、あるいは

駐車場が６００台尐々だとか、あるいは資金的には４０億円尐々要るんじゃないかとか、

アウトラインはわかっておりますけれども、中身について、なかなかまだ具体的に私たち

も十分把握をしておりませんし、この庁舎の中で、どのような特色のある、そして将来を

しっかり見据えた庁舎を建設されるのか、そこらをお尋ねをいたしたいと思います。 

 先ほど申しましたように、今回の庁舎の中で、市民の皆さんの中から、今、日本を含め

て非常に財政的に厳しい中でどうなんだというような質問もあったと思います。あるい

は、身の丈に合った庁舎をするべきじゃないかとかというようなことが言われたと思うん

ですけれども、非常に市民の中の皆さんの中からもやはり尐し全く新しいものを建てると

いうのでなくて、統合してするという、統合するメリット、あるいは今現在４カ所に分散

しておる支所がどれだけ１年間に経費が要ったり、そしてそのことによってどれだけのロ

スが起こっておるというようなことがいま一つ、新しいものを建てて負担のかかる分と、

もう一つは合理化する、統合することによっての節約あるいは合理化、そのような点がな

かなか十分理解がされていないから、財政的に厳しいときにもう尐し考えたらいいんじゃ

ないかという意見なんかが随分出たのでないかと思うんですけれども、我々も今までお聞

きして、大体庁舎を建てるのに比較対象したら、今までの分庁方式でいったら、非常に人

件費だとか、することによって人件費も、統合することによって１９名ぐらい削減しよう

かと。これの人件費を入れたら１億２，２００万円ぐらいに年間匹敵すると。また、公用

車の削減、これ２５台ぐらいしようかというようなことで、これが年間に７５０万円ぐら

い節約。あるいは、３施設の維持管理費、これ６，８６８万円ぐらい要っとるようです

が、今、年間に３カ所の維持ですね、１０％ぐらい削減すれば６９０万円程度の削減がで

きるんじゃないかと。あるいは、職員のその間の庁舎に異動だとか、そういうようなこと

を含めますと、人件費だとか燃料費だとかいろんなことを計算したら約３，０００万円ぐ

らい。大まかにこのくらいの節約ができるんじゃないかということは、１年間に１億６，

６４０万円、１つの庁舎に統合することによって節約ができると。ここらが十分市民の皆

さんの中にもまだまだご理解をいただいていないんじゃないかということと同時に、反対

に、稲岡節約ばっかり言わんと要ることも言えと言われるんで、この分もちょっと言いま

すけれども、仮に４０億円のこれは本当にアウトラインで大まかなことですけど、入札に

よってもこれから増減があると思います。４０億円要ったとしても、起債が約２５億円、

そして県の補助金なんかいろんな補助金を入れて４億円とみても、基金だとか一般財源入
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れて４０億円を捻出をすると。４０億円の財源の内訳は、起債が２５億円、補助金が４億

円、ほれから基金が５億円、それから一般財源で６億円と、大まかですけどこのくらいを

予定されておるようですが、そしてその２５億円の起債を起こした返済を２０年間で２％

の利率をつけて返すとすると約３１億１，０００万円になると。そうすると、１年間に１

億６，６４０万円要るんですか、これを２０年間で払うと、先ほどお話ししたように、４

０億円かけた庁舎で２０年間で金利をつけて払うとしても、１年間で６，６５０万円程度

になる。そうすると、節約の分が１億６，６４０万円ですから、７，６５０万円新しい庁

舎に必要な経費がかかっても、差し引き１年間に庁舎を建てて、経費が余計要るんでなく

て、逆に新しいものを建ててなおかつ節約が８，９９０万円ぐらい１年間にできるんじゃ

ないかということの説明が市民の皆さんにもまだまだ十分ご理解がいただいていない部分

があるんでないかと、私は思うんです。そして、これを２０年間ですれば、大体１７億

９，８００万円ぐらい、まだ新しい庁舎を建てて、返済をしながら、今のままで分庁方式

で、４つの支所を置くよりも安くコストが上がると、節約できるというようなことも、も

う尐し丁寧な説明を市民の皆さんになさったほうが、私はいいんでないかと思うんです

が、そこらもどのように考えておられるのか、これを機会に市民の皆さんにお示しをして

いただいたらいいんでないかと思います。まず、その点からお尋ねしたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 遠度総務部長。 

○総務部長（遠度重雄君） おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので、阿波みらい稲岡議員の代表質問にお答えさせていた

だきます。 

 まず、庁舎建設に当たりましての財政的なことなんですけども、議員、今言っていただ

きましたのは、平成２１年１２月時点での庁舎統合による削減の見込み額を年間約１億

６，７００万円の財政効果があるということ、そのとおりでございます。それで、起債額

２５億円でしたら、年間庁舎建設によって要る一般財源というものが７，６５０万円ぐら

いになるわけです。差し引き１億６，７００万円ぐらいから引きますと、８，９９０万

円、９，０００万円弱の効果が出るようになっています。また、今は庁舎だけについて、

議員もおっしゃっていただきましたけども、皆さん交流防災拠点施設も給食センターも建

てるんじゃないかと、そういうご心配もあるかと思いまして、それを含めたところもちょ

っと申し上げたいと思います。それで、庁舎建設した場合、交流防災拠点施設それと給食

センター等含めまして、以前の議会、２３年３月議会なんですけども、そのときおっしゃ
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った、そのとき答弁した内容を申し上げさせていただきたいと思います。年間１億６，７

００万円、先ほど申し上げたとおりの財政効果が出るとしております。それに対して、庁

舎及び交流防災拠点施設並びに給食センター等で５０億円の合併特例債を発行した場合、

約７割の交付税措置があります。そして、残りの３割というのが自己資金、自己資金を２

０年間で支払ったとしますと、加重平均で年間８，８００万円の一般財源が要るという計

算になります。その差額が、約８，０００万円程度になります。それから、３，０００か

ら４，０００平方メートル程度の交流防災拠点施設を建設した場合に、平方メートル当た

り７，０００円程度の維持費が要るようになるという計算も出しております。これにつき

ましては、以前の全員協議会でも申し上げたとおりなんですけども、県下の施設の平均の

数値でございますが、それらを考えますと４，０００平方メートルの建物を建設したとし

ましても２，８００万円要るということで、差し引きしますとなお５，０００万円程度の

財政効果、たとえ５０億円の起債をしたとしましても、そういう計算がすることができま

す。財政的な効果、そういうことで、今、割と新しいほうのほうで、議員の２１年度のと

きと比較しまして、それでも５０億円の起債をしましてもこれぐらいの効果は出てきます

ということでご理解をいただけたらと思いますんで、よろしくお願いします。 

○議長（吉田 正君） 稲岡正一君。 

○１９番（稲岡正一君） ただいま総務部長のほうからいただきました、答弁いただいた

んですけれども、一番新しい資料で総務部長は今ご答弁いただいたと思うんです。そのと

おりだと思うんですが、防災拠点はもともと新たにつくる分ですから、これに対しての旧

庁舎一括の負担はどうかという比較対象にはちょっとこれは外しておく必要があるんでな

いかと思うんですよね。ただ、今の庁舎を新しく建てる、そして今ある４支所の庁舎をど

うかという比較対象でないと、防災拠点は新たにする分ですから、それはそれなりの負担

が要ったり、あるいは金額が要るちゅうことで、私もよくそれわかっておるつもりなんで

す。そこで、それはそれでいいんですけれども、財政的にも、今、部長お話しされたよう

に、建設をしたことによって阿波市の財政が本当に大変な状態になるっちゅうことにはな

らないと、むしろ節約につながるんだと、経費の節減につながるんだと、新しいものを建

てながら、統合することによって節約にかえて、この新しい試算でも５，０００万円なら

５，０００万円ぐらい年間に節約ができるんだと、支払いしながらできるんだということ

をよく市民の皆さんにもご理解いただいたら、そんなに大きな財政的な反対っていうのは

私はないんじゃないかと。 
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 そして、幸いにして阿波市は非常に財政的には阿单に次いで非常にいいと。財政基金に

ついても、非常に７０億円とか、そのときによって取り崩したりいろいろしよりますが、

７０億円とか８０億円、あるいは多いときだったら８２億円ぐらいの財政基金を持ってお

ります。これは、周辺のところには類を見ない基金を積んでおるんでないかというように

私は思っております。非常に健全な財政比率を維持しながら、健全な財政がされておるん

でないかと思うんですが、その大きな要因というのはやはり何といっても合併によって職

員数が約１００人近く削減できたと。この人件費が恐らく１００人で７億円から１０億

円、１年間に節約できておるというのが、財政の大きな健全になった大きな要因でないか

と。ほかは余り変わってないんですね、税収とかいろんなことは。人件費が一番大きな節

減、節約できた原因だと思うんですね。将来、ともにここ１０年ぐらいの計画を見ても、

人件費はそんなに増は見込んでないですね。ほとんど同じぐらいの数字でいっとると思う

んですが、それらは財政は健全に保ちつつ、将来の阿波市の発展だとか、あるいは基盤づ

くりをするために、庁舎というのはこの特例債のある間、残された期間はわずかですけれ

ども、これに全力をかけて理事者側にも取り組んでいただきたいという気持ちですが、そ

んな点についても、まとめてご答弁いただいたらいいと思うんですが、今、約４５０人ぐ

らいの方が、１年間に各支所に合わせたら、吉野、土成が約７０人尐々、１日の来客数で

すね、だと思うんです、概算ですよ、これはあくまでも、７０人程度で。それから、市場

が約８６０人ぐらい、阿波町が１日でいえば阿波町が１７６人ぐらいですか、１日では。

もう一回言いましょうか、１日でいえば、土成が７２人程度、数字で出とるのですよ、そ

れからこれ古いデータですけれども、吉野が大体７２人、それから市場が約１０６人、そ

れから阿波町が１７６人、合計で４６９人ぐらいが１日にそれぞれの支所に市民の方が来

ていただいておるというようなことだと思うんですが、非常にこれを一つにすることによ

って合理化できたりいろいろすると思うんですね。ほんで、私が聞きたいのは、この庁舎

をするのに、どういう隣接にない、どういう阿波市はあの阿讃山脈の山並みのところ、あ

るいは田園風景のすばらしいところ、あるいは１０番札所が近くにある、それらの周辺の

環境にマッチしたどのような建設を予定されておるのか。そういうようなことについて

も、なかなか我々も具体的にそりゃ３階建てくらいだろうと、あるいはこのぐらいの平米

だろうということはわかるんですけども、そこらがなかなか十分わかってないと思うんで

すよね。あとで、また同僚議員のほうからもいろいろな質問があるようですが、このとき

もまたお答えになると思いますが、どのようなほかにないこの点だけは阿波市の庁舎は気
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をつけてしようと思いよんだと。特色を挙げればですね。あるいは、いろいろあると思う

んですよ。エコにこれから配慮しなきゃいけないだとか、あるいは環境の問題だとか、あ

るいはバリアフリーを考えて、お年寄りが来ても使いやすいようにするとか、あるいはこ

れからのことですから、子供さん連れてきたときに尐しおって授乳室をつくるだとか、あ

るいは阿波市でも本庁へ来たらよく税務相談だとか、あるいは納税についての相談、ある

いは意見とかに寄る方もちょいちょい聞きます。そういう個室のところを設けて、余りプ

ライベートな話がほかに漏れんような個室も必要なんじゃないかなと、今、私は思うんで

すけども、そんな点にも配慮した庁舎を考えておるのかどうか。そういうような点につい

ても、ぜひこの阿波市の庁舎はこれが目玉なんだと、そしてきめ細かい点ではこういう点

を重点的にするんだというようなことがあったら教えていただきたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 遠度総務部長。 

○総務部長（遠度重雄君） 議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 先ほど、ちょっと建設費の効果額のところで、給食センターまでちょっと含めて申し上

げましたけども、庁舎と防災交流拠点を建てた場合ということで、給食センターはちょっ

と除かさせていただきます。ちょっと誤解招いたらまずいので、ご理解いただきたいと思

います。 

 それで、庁舎、どのような特色のある庁舎を目指しているのかという観点から答弁させ

ていただきます。 

 新庁舎につきましては、市民のための庁舎という理念のもと、第１には市民の視点に立

った庁舎、市民が親しみを持てる庁舎とするため、バリアフリーの実現とすべての人が利

用することができる施設デザインであるユニバーサルデザインの考え方を施設計画に反映

し、高齢者や障害のある方はもとより、だれに対しても利用しやすくわかりやすい庁舎に

するとともに、住民票の交付や税の証明書の発行など、市民が利用する機会の多い窓口を

集約配置したワンストップサービスの導入やプライバシーに配慮した個室相談スペース、

子供連れの市民のために、子供の遊び場となるキッズコーナー等の設置を検討し、利用者

の利便性を高めたいと考えております。また、庁舎機能を補完する施設として、市民交流

機能の充実のため、交流防災拠点施設もあわせて一体的に整備し、市民が集い、談話や休

憩など、交流の場としての空間や市民ギャラリーなど、展示、イベント利用できる空間を

配し、市民が誇りや愛着、親しみを持ち、市の一体感の醸成につながるような施設とした

いと考えております。 



- 35 - 

 次に、新庁舎は市民の安全と安心を守る庁舎とする必要があります。本年３月に発生し

ました東日本大震災という大規模災害を受けまして、災害時における確固たる体制を整え

るための防災拠点施設の重要性がクローズアップされております。新庁舎は、災害時にお

いて災害忚急対策の指揮をとる拠点としての重要な役割があるため、大震災にも十分耐え

られる安全基準の高い耐震設計を採用するとともに、停電に備えた自家発電装置の整備、

断水時の飲料水、浄洗浄水等を確保するべく、水槽の設置などに加え、情報通信設備に係

る防災システムの構築も図ってまいりたいと考えております。また、市民にも環境にも優

しい庁舎としたいと考えております。新庁舎は、自然採光を有効に取り入れる計画とし、

太陽光発電システムなどの省資源、省エネルギー設備を採用し、環境負荷の低減を積極的

に図るとともに、維持コストの縮減にも配慮した庁舎としたい考えでございます。なお、

新庁舎の具体的な機能、構造につきましては、現在作成中の基本設計の中で詳細に検討し

てまいりたいと考えておりますが、市民のための庁舎という考えから、華美な過度な設計

や高価な材料を用いず、建設関連費用の縮減を図りながら、供用開始後の維持管理費も考

慮し、阿波市の将来を考えた経済性を重視した庁舎にしたいと考えております。なお、赤

ちゃんの授乳施設とかに関しましては、ユニバーサルデザインの考え方を施設設計の中に

反映したいと考えておりますので、基本設計の中でその利用度を検証しながら考慮してい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（吉田 正君） 稲岡正一君。 

○１９番（稲岡正一君） これで２回目なんで最後と思いますが、先ほど総務部長のほう

からご答弁いただきましたが、アウトラインそういうような答えをなさるんですが、具体

的に耐震性については強度何度まではいけるようなことにしたいと、具体的にお話しして

いただけたらですね、なおいいんでないかと思うのと、私たちこれからの庁舎について

は、相談コーナーだとか、赤ちゃんが来たときの授乳の場所の設置だとか、あるいは耐震

性の強度は、今、部長アウトラインでもつようにしますということ、何ぼの地震のときに

もつのか、具体的にね、そのくらいの強度はもてるというような設計にするんだというよ

うな具体的なことをお示し願えたらと、私はいいんでないかと思うんですよ。それから、

エコについても、ただ漠然とエコは考えておりますっていうんでなしに、使う電気の量は

これだから、エコによってこれだけ節約するんだというような具体性、そういうようなこ

とを設計の中に取り入れてほしいというように、設計者のほうにこちらからお願いしなか
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ったらなかなか設計者のほうも入れにくいと思うんですよね。こちらから要望して、この

ことを重点に置いてくださいよというようなことをしないと、なかなか難しいと思うんで

すよね。そして、もう一つは、これからの時代ですから、環境に配慮した庁舎ですね。先

ほど部長のおっしゃったのは、トータルでその答えでいいんですけど、僕が欲しいのはも

うちょっと具体的に、耐震は何度までいけるようにします、あるいはエコについては全体

の電気量がこれだから、エコすることによりこれだけ電気の節減をできるんだというよう

なことだとか、あるいはまた環境にはこういう配慮をしますとかというようなことを具体

的にお答えをいただけたらありがたいなと思うんですが、もしこれからもちろん私もわか

っとんですよ、実施設計に入った段階でいろいろ住民の皆さんからの意見、そういうよう

なシステムをつくってますよね、意見を聞くような。そういうようなことの中で具体的に

これからつくっていくんでしょうけれども、やっぱりアウトラインはしっかり理事者のほ

うでつかんで、こういう方向でいきたいということを示しながら、アドバイザー会議だと

かというようなのにかけて、ご意見聞いて、いやそれはもう尐しこうしたらいいんじゃな

いかというような意見を取り入れたら、私はいいんじゃないかと思うんですよね。ですか

ら、簡卖に言えば、相談コーナーだとか、赤ちゃんの授乳室だとか、耐震の強度、エコ関

係について環境に配慮した庁舎かどうかということに、主な点からいっても重点的にそん

な点を取り組んでいただけたらと、私は思います。これからですけれども、これから具体

的に２１年度から２３年度までは事業認定だとか基本設計だとか時間がかかったと思うん

ですよね、今までにいろんな。これから２３年度か２４年度はさらに用地交渉だとか取得

に時間がかかると思うんです。２４年度は実施計画に入っていって、２５年、２６年度に

工事建設をして、２６年度から供用開始というようなこれからの作業手順になろうかと思

うんですが、ぜひこれは市長にもお答えいただけたらありがたいと思うんですが、この予

定表どおりできるだけ、１年合併特例債延長するということ、この間議会でも議決しまし

たけれども、１年延長したから延ばしてもいいっちゅうような安易な考え方でなくて、あ

くまで当初の計画どおり２６年度より供用開始するんだと、２６年度末からですか、供用

開始するんだというようなことをしっかり作業を進めていただけたらいいと思うんです

が、その点についても最後のお答えいただけたらありがたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 野崎市長。 

○市長（野崎國勝君） 阿波みらいの代表質問、稲岡議員からは庁舎の行財政改革への本

丸、そのあたりの趣旨、あるいは事業計画、今後の事業計画ですね、お聞きしましたけれ
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ども、まず庁舎の建設の基本理念、これについては再三再四議会でもご答弁申し上げてお

りますけれども、第１次の総合計画、この基本目標の中で、「共に生き、共に築くまちづ

くり」というような項目の中で、新庁舎の整備につきましては市民サービスの向上と行財

政改革の推進、防災拠点の形成というようなことで、魅力あるまちづくりに向けて庁舎と

交流防災施設をやっていくというような基本的な目標が第１次の総合計画の中でうたわれ

ております。こうした中で、第１次の総合計画、たしか平成１８年に市民のアンケートを

とってます。この中で、市への愛着度という項目があるんですが、今回この愛着度につき

まして再調査、アンケート調査を実施してます。ところが、この中で愛着を感じていると

いう市民の方、３，０００人のアンケートなんですが、８０．８％、それから住み続けた

いという方が８５．７％、実に喜ばしいことだと思うんですが、庁舎建設、今の古田の

地、交流防災施設、あるいは庁舎建設の建設を発表した直後のアンケートなんですが、う

れしいことに愛着を感じている率が、住み続けたいっていうのはそう余り変わってません

が、阿波市に愛着を感じているという方が実に５．８％アップしてます。ということは、

阿波市の住み続けたい、愛着を感じる、阿波市の将来像について市民の方は高感度を持っ

て迎え入れてくれてる傾向があるんじゃないかというような調査結果が出てます。そうし

たことから、今後の庁舎あるいは交流防災施設を拠点とする阿波市のまちづくりにつきま

しては、やはり環境づくりそして人づくりが主要な目的、それを目的にして動いていかな

きゃならないんじゃないかと思っています。そうしたことから、市民の方には９割近い方

が住み続けたい、あるいは愛着があるというような、非常に高感度を持って迎えられてお

りますので、庁舎建設あるいは交流防災施設についても当初計画どおり２６年度中に完成

をどうしてもさせたい、市民の希望にこたえたい、強い決意で臨んでいきますので、よろ

しくご協力をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田 正君） 遠度総務部長。 

○総務部長（遠度重雄君） 議員のご質問で、耐震性などでもうちょっと具体的に言うこ

とができないかというようなことですので、耐震性につきましては耐震判断値というのが

Ｉｓｏの０．９というのがあるわけですけれども、これはレベルの高い基準を設定してお

りますので、これを目指してやっていきたいと思っております。 

 それと、自然採光とかそういう具体的なエコとか、もうちょっと言えないのかというこ

とでございます。それで、特に省資源とか省エネルギー太陽光発電とか雤水利用に関しま
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しては、雤水ろ過装置これ庁舎建設の基本計画の中に書いてあることなんですけども、こ

れにのっとって申し上げますと、雤水ろ過装置等により、雤水や雑排水をトイレの洗浄や

屋外の散水とか、災害時の緊急用配水として再利用し、また災害時の水源の確保と環境負

荷の低減を図るというようなことも今言えるのではないかと思いますし、実際にはこれか

ら実施設計の中で、議員も言われたとおり、考えていくことですし、あとはアドバイザー

会議等のご意見なども参考にさせていただきながら決めていただきたいと思いますので、

ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉田 正君） 稲岡正一君。 

○１９番（稲岡正一君） この項はこれで終わりたいと思いますが、先ほど市長のほうか

ら述べられたように、本当に後世の人、これから若い人たちが本当にあの時代にこの庁舎

つくっていただいといてよかったなと、実に先ほども市長がお話ししたように、愛される

ような庁舎、皆さんから親しまれるような庁舎、使い勝手のいい庁舎、そういうようなも

のを本当につくっていただいて、阿波市は郡をまたいでの合併でしたけれども、この庁舎

を境に心を一つになれるような、そんな庁舎を私はぜひつくっていただきたいというよう

なことで、市長のことですから、非常に庁舎の場所についても２５回も２６回もひそかに

自分ひとりで見に行って、非常にそういう現場中心主義で、何度も何度も確認してそうい

う場所の設定をしたというようなこともお話も聞いたことがあるんですけれども、ぜひア

ドバイザー会議なんかの意見も参考にしながら、あるいは市民の意見も参考にしながら、

ぜひそういうような悔いのない、そして後世に喜んでいただけるようなそういうような庁

舎を建設していただきたいというようなことを特にお願いしておいて、この項は終わりた

いと思います。 

 次に、私は２点目に質問させていただくのは、阿波市の市営住宅のことなんですけれど

も、私これ読ませていただきました。阿波市市営の住宅のストック総合活用計画、これ私

英語は苦手なんでわかりにくいんですけど、もっとわかりやすい言葉で言ったほうが、こ

れからの要するに１０年間で阿波市の住宅をどういうふうにしようかという計画だろうと

思うんですよね、これ。改築する分は改築する分、用途廃止するものはするもの、いろん

なこと書かれておると思うんですが、私これは非常によくできとると思います。そして、

阿波町、市場町、土成町、吉野町の実情をよく把握して、それぞれの住宅の一つ一つを点

検して、恐らく何度も何度も確認して、そしてその入居者の方、あるいは年齢構成、そう
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いうようなもんもよく調べておられると思うんですよね、これ。よくできとると思うんで

すよ。しかし、問題はこれをどう実行するか。これつくっただけだったら、絵にかいたも

ちで何も意味がないと思う。これを具体的に行政の中に生かして、本当に市民の人が居住

関係が改善できて、快適な生活が送れるようなことに実質的になれば、一番ありがたいと

思うんですよね。これも１０年計画でされておるんですが、阿波市は約１，０５３戸ほど

の住宅があると思うんです。その中でも、特に私これ読んでみて、データを見て感じたの

は、非常に６０歳以上の人が約半数近く入っておられる。半数近く。ということは、どう

いうことか。これからの住宅建設について何を考えなきゃいけないか。非常に高齢化され

てきとんですよね、まあ全体がそうなんですけども、特に住宅に入っておる方なんかは６

０歳以上の方が約半数おいでると。ほいで、これの計画を見れば大体４階建ての計画でさ

れておりますよね。それに、私たち心配して、担当課のところに聞きに行ったんですが、

エレベーターをつけれだとか、４階建て、昔は４階建てだったらエレベーターなかったん

ですけど、このごろは４階建てでもエレベーターをするということで、そういうことはお

聞きしたら計画をされておるようなんで、これはよかったなと思うんですが、この中で特

に計画の中で、住宅全体がコミュニティーが保てて、そしてお年寄りもおるし若い人もお

ると、ただ一元的な、画一的な住宅でなくて、いろんな要素を踏まえた住宅にしたいとい

うようなことを計画されておるようですが、これ大変いいことだと思うんですよ。生活す

るんですから、本当に快適な生活する、そして快適な生活をするためには居住環境はもち

ろんのことですけども、周辺の環境整備、あるいはまた入っておる人たちとのコミュニテ

ィーが十分保てるというような環境であったら、なおすばらしいと思うんですよね。友達

がおったりあるいは知人がおらんというのは寂しいことですよ、年いったら特に。そうい

うようなことにも配慮した住宅をこの計画を見れば考えておられると思うんですよね。こ

れすばらしいと思うんですよ。これをぜひ実行に、相当な金額も要ると思いますし、計画

金額も査定しておりますが、ぜひそういうようなことを踏まえて実行してほしい。特に、

若い方が入っておるのが尐ないんですね、この市営住宅見たら。年寄りの方が大変多いと

いうのは特色でないかと思うんですよね。それらに合った、年寄りの方でも老後を快適に

暮らせるような、そんな住宅をつくってあげてほしい。そういうように思うんですけれど

も、これら等について具体的に進めていくのに、このとおり計画どおり、だったらすぐか

からないかんようになってますね、これ。年次計画見たら。これどういうふうに、この計

画どおり進められる予定なのかどうか。 
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 それと、もう一つお願いしておきたいのは、いつのときでも、台風のときだとか大雤の

ときに、低地域の人の住宅においでる方が非常に困難を期しているわけですよね。今回も

市場でいえば大野島だとか、伊月地域、しかも本当にダムのように水がいっぱいになって

しまって、市長もいち早く伊月のほう現場見に行かれて、私も知った方もおられるんです

けども、見に行かれて、それらの畳だとかふすまだとかそういうようなものをいち早くか

えていただいたと。今度も何か４００万円程度の予算が計上されておったと思うんです

が、市長みずから行って、その水の中の姿を見てこれはいかんなというように、市長もお

いでていただいたときに言いよったっていうようなことを市民の方にお聞きしました。こ

の計画にプラス低地域の今ある住宅、それらの解消についてもどのように考えておられる

のか、お答えをご答弁をいただきたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 坂東建設部長。 

○建設部長（坂東 博君） おはようございます。 

 阿波みらい稲岡議員の代表質問、阿波市市営住宅ストック総合計画についてということ

で、特に伊月、大野島が毎年水害に見舞われており、これを優先的に改築はできないのか

というご質問でございます。 

 市営住宅の今後の必要となる施策とその実現化方針について、阿波市総合計画の上位計

画と整合性を図りながら、中・長期的な施策目標となる阿波市営住宅ストック総合計画を

昨年度に策定しました。議員ご承知のとおり、市営住宅の管理戸数は７３団地、１，０５

３戸あり、昭和４０年代から５０年代初めに集中的に建築、供給されており、耐用年数を

超えた住宅が６割あり、老朽化が進んでいるのが現状であります。安全性や居住水準、高

齢化への対忚、あと多くの課題を抱えております。活用の基本方針としましては、住まい

の安全性を高める、住まいの快適性を高める、地域の活性化やコミュニケーションの形成

に貢献する、それと効率的、計画的に整備をすることを前提に、小規模団地の集約化にも

取り組んでいく計画の内容となっております。それと、さきの台風１５号の豪雤により、

市営住宅の伊月団地周辺が床上、床下浸水の被害に遭われました。早急な対忚としては、

住居を確保するため、緊急修繕や防災対策課など関係課と協議を行い、当地域への避難準

備などの事前の連絡体制を徹底、あわせて入居者の避難連絡の徹底を今後十分に図ってい

く方針としております。当地域には、過去にも幾度の水害が発生しております。住宅スト

ック総合活用計画での位置づけを再検討するため、１０月２１日に計画推進委員会を開催

し、同団地周辺における今回や過去のデータによる浸水調査や周辺地域の内水解析などを
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行い、当該団地の整備、そこで敶地造成してするものか、またアクセス道路改良はどうす

るのか、それとあわせて周辺影響も含む可能性調査をこの１２月議会に予算を上程してお

りますので、議会が終わり次第、この調査を進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。あわせて、周辺には小規模な団地もいっぱいあります。それも含めて調査を検討した

いというふうに考えております。 

 次に、市営住宅総合活用計画は、住宅にお困りの方や低所得者のセーフネットであると

同時に、尐子・高齢化社会への福祉政策として、将来需要や役割を見据え、建てかえや改

善などの整理、改修、維持、保全、集約などの計画を定めたものでございます。今後の事

業展開に際しましては、高齢化社会に対忚するバリアフリーや屋外空間のユニバーサルデ

ザインまた省エネ対策や環境共生型住宅を目指した構造設備に配慮する必要があると考え

ております。特に、議員おっしゃられましたように、建てかえの基本構想では多様な家族

構成を受け入れられる入居者間のコミュニケーションが図れる多世代型交流住宅を基本目

標にしており、時代の要請に即忚した市営住宅の整備に今後努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 稲岡正一君。 

○１９番（稲岡正一君） 今、坂東部長のほうからご説明いただきました。これ非常によ

く詳細に計画されておると思うんですよね。ぜひ、ひとつ私がこれ見させていただいて気

にかかるのは、入居者の希望者は非常に今までの近年の例を見たら、１２０戸ぐらいあっ

た住宅に対して９１２件の希望者があったと。競争率が７．６倍から１０倍だというよう

に、非常に入居できない状態が今続いておると思うんですよね、入居者が。にもかかわら

ず、この計画の中では住宅全体は用途廃止で戸数は減すようになってますね、２３０戸前

後。そうではないんでしょうかね、これ見たら。住宅の戸数、どこでも、吉野川市もそう

らしいんですけども、住宅の戸数は減していくと。民間の住宅もいろいろできてきよるこ

ともあろうかと思うんですが、阿波市の場合はなかなか７倍から１０倍の競争率、入れな

いというような状態が続いておるから、住宅の戸数自身、私は今の１，０５３戸あるんで

すけど、その戸数自身は確保しておいておく必要があるんじゃないかというように思うん

ですが、そこらはどういうふうに考えておるのかどうか。それと、やっぱり確かに徳島県

も日本全体が人口が減り、徳島県も減り、阿波市も人口は多尐減っていきよる。徳島県も

年間に５，０００人ぐらい減っていきよるというようなことをお聞きしましたが、そうい
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うような中で、なぜじゃあ人口が減っていっきょるのに、なぜ希望者の住宅の戸数は多い

のかというと、やはり核家族化になっていっきょると思うんですよね、これ。そして、そ

のために人口が減しておるのに、住宅の需要は多いというような現象が私は起こっておる

んでないかと思うんですが、ほやから部長、今の１，０５３戸の建てかえしたりいろいろ

するのはいいんですけれども、その１，０５３戸という住宅の戸数そのものは維持しよう

としておるのか、減尐にしようとしておるのか、そこらどのようにお考えになっておるの

か、ご答弁を願えたらと思うんですけど。 

 もう一つは、今お話ししたように、この計画どおりはもちろんよくわかっておるんです

が、さらに今言いよった低地域の解消、低地域の住宅の解消、ぜひ考えてあげてほしいと

思うんですよ。そうしないと、毎年毎年、今回市長が急遽現場見に行って、いろいろ畳と

かいろんなこと配慮していただいたようですが、毎年起こると思うんですよ、これ。水害

が。あそこはどうしても大野島とか伊月は、市場町全体の水があそこに全部たまるように

なっていっとんですね、どないにしても。ですから、建てかえするにしても、あの場所か

らある程度移動しなかったら、この住宅全部が孤立してしまうような状態になると思うん

ですね。ですから、そこらの計画どおりにプラスして、その低地域の住宅の解消に加えて

いただけたら一番ありがたいなと思うんですが、その点についても、先ほどこれから開い

て検討するというようなお話でしたが、市長からもぜひこれどういうふうにこの低地域の

住宅の解消を考えておられるのかお答えいただけたらありがたいなと思うんですがどうな

んでしょうか、ご答弁を願いたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 坂東建設部長。 

○建設部長（坂東 博君） 再問にお答えします。 

 住宅の戸数が現在より減るのではないかというご質問でございますが、現在１，０５３

戸あり、そのうち政策空き家として、今、入居の修繕ができなくて入居をとめておるのが

約７０戸ございます。それと、今回建てる計画では、全体の総合計画では９２０戸という

ふうに減尐をしております。それには、市営住宅を展開する上で必要な住居性能や居住空

間、低廉な賃料などを確保できるのであれば、公営住宅としての供給にかかわらず、民間

のストックを活用することも念頭に置き、こういうふうな戸数が計画の中で決まったわけ

でございます。 

 それと、伊月団地の水害につきましては、早速議会が終わった後すぐに調査を発注しま

して、年度内にその調査の結果を踏まえて、ストック計画を見直すのか否かというのを検



- 43 - 

討してまいりたいというふうに考えております。 

 以上、ご答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 野崎市長。 

○市長（野崎國勝君） ２点ほど、稲岡議員のほうからは再問いただきました。 

 １点目は、阿波市には７３団地、１，０５３戸の市営住宅団地がありながら、なかなか

入居者が７倍から１０倍ぐらい希望者がありまして、なかなか入居できない、これはどう

いうことなのか。しかも、人口減尐の中でそういうことが起こっているという話が１点。

もう一点は、伊月等の内水被害、これへの対忚をどうするのかということなんですが、

今、部長からも内水被害の対忚についてはお答えいたしましたように、市営住宅のストッ

ク計画、この点がやや検討、調査が余り記載されていない部分があるという欠点もござい

ます。活用という位置づけの再検討を行っていこうというのが１点です。そういうような

ことから、浸水調査あるいは周辺地域の内水分析等を行うわけなんですが、とにかく伊月

地域につきましては、３０年間でたしか５回ほど床上、床下浸水が起こってるようです。

財政事情でなかなかできなかったようですけれども、やはり市営住宅、あるいは所得の低

い方が入居される、あるいは高齢者の方が入ってられるということで、これについては内

水対策も含めて積極的に対忚していきたいと思ってます。特に、触れておりませんけど

も、内水対策についてはそれぞれ建設等々相談しながら、指谷、柿ノ木谷、そのあたりの

調整池っていうんですか、ため池を利用しながら、ため池を調整池にできないかとか、あ

るいは県河川のしゅんせつですかね、そのあたりも含めて検討してやっていきたいと思っ

てます。特に、内水対策については再三再四議会でもご質問いただいておりますけれど

も、東日本震災で財政状況非常によくない状況の中で、なかなか排水の機能強化が恐らく

できないであろうというようなことで、県と市ができることを強調しながら、たとえ県河

川であっても市も前向きにとにかくしゅんせつ土砂等の対忚をしながら、低地の内水対策

にも対忚したいと、かように思ってますので、よろしくご理解をお願いしたい。 

○議長（吉田 正君） 稲岡正一君。 

○１９番（稲岡正一君） 先ほど部長なりあるいは市長のほうからご答弁いただきました

が、先ほどの部長のお話の中でもありましたが、この９２０戸ということは今の１，０５

５戸からいうたら１３５戸ぐらい戸数としては尐なくなるんですね、戸数が。そこらが、

ちょっと僕は、先ほども話したように、今でも７倍から１０倍の競争率しか住宅に入れな

いという段階の中で、戸数を減すこと自身がどうなんかなと、整合性があるのかどうかな
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ということを心配しておりますので、見直すときには将来しっかり見据えて、戸数を減す

ことがいいのか、何か違う方法があるのか、そんなことも検討していただきたいと思いま

す。ほれから、市長のほうからご答弁いただいた低地域の水害、これ今は幸いにしてそう

いう人命にどうこうということでなかったから、水害の伊月にしても大野島にしてもよか

ったんですけども、万が一これが高齢化してきて、床下じゃ床上じゃというように、だん

だんだんだん水が多くなったときに、人命にかかわるようなことになってきたら取り返し

のつかない大変なことになると思うんですよ。そういうような点も考えて、命のかかわる

ことですから、ぜひ移築を早くできたら考えていただきたいというように思います。とに

かく、市長の決断と実行を市民の人は待っとると思うんです。ですから、計画これすばら

しい計画やと、私も読ませていただいていいんですが、この計画が本当にスムーズに実行

できるように、そして実際に市民の人にそれが体験できるような、感じていただけるよう

な、絵にかいたもちにならないように、ぜひ実行をしていただきたいことを切に要望しま

して、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（吉田 正君） これで阿波みらい稲岡正一君の代表質問が終了いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

            午前１１時００分 休憩 

            午前１１時１０分 再開 

（１３番 稲井隆伸君 出席 午前１１時１０分） 

○議長（吉田 正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、阿波清風会樫原伸君の代表質問を許可いたします。 

 樫原伸君。 

 

○１番（樫原 伸君） おはようございます。 

 阿波清風会樫原伸です。 

 大先輩の稲岡議員の後ということでプレッシャーを感じておりますけども、議長の許可

をいただきましたので、これより質問をさせていただきます。 

 平成２３年も既に師走を迎えて、本格的な冬の季節に入ろうとしております。そんな

中、きょうも市役所へは御所の郷から金清温泉の前を通ってまいりました。朝の山並みが

紅葉に染まり、その景色の中を車を走らせて、何か得をした気分で今壇上に立たせていた

だいております。紅葉だけでなく、この周辺にはかつて燃料や農業資材を供給した里山の
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風景が残っております。山合いの田んぼや畑を保全し、営農を続けているたくましさをそ

こここに感じ取ることができました。そんな現風景に安らぎを覚えられるのも今だけかも

しれないことが起ころうとしております。先月の１１日、野田総理は環太平洋経済連携協

定、ＴＰＰへの交渉参加を正式表明し、事前協議の段階に移りました。国が壊れるという

平成の開国という反対派、国が開かれる平成の開国であるという貿易立国の推進派の国論

が二分される中、政治決断がされました。アメリカの圧力の下に反対世論を押さえこんで

しまうという、かつての自民党政権ならいざ知らず、民主党おまえもかという外交力の弱

さをさらけ出してしまったものであり、国民は情けなさを味わされているところでありま

す。とりわけ、２１項目に及ぶ各分野のメリット、デメリットの洗い出し作業もせずに、

その対忚策を協議されないままゴーサインを出されたこと、すなわちなし崩しに対し不安

を感じている人は尐なくないと思います。最も打撃を受けるのが農林水産業ですが、ＴＰ

Ｐ参加によって我が国の農業生産額は４兆１，０００億円減尐し、食料自給率も３９％か

ら１９％に急低下とあります。政権交代して、新たな食料・農業・農村基本計画の中で、

食料自給率を平成３２年度までに５０％にまで引き上げると公表しておきながら、この決

断は理解できません。食を守ることが国の使命であり、今、主産地の干ばつや洪水などの

異変で世界の穀物在庫状況やたやすく混乱に陥るような微妙なバランスであり、アメリ

カ、オーストラリア、カナダといった食料輸出大国も自国の食料事情で輸出を規制するこ

とになったら、果たして円でお米や小麦、乳製品を買えるでしょうか。日本に食料は回っ

てこないと思います。さらに、国土や環境の保全など、農業の持つ多面的機能も耕作され

ていればこそであり、失われる機能の損失額は３兆７，０００億円に達すると言われてお

ります。先ほど私が申し上げました日本のよさを余すところなく残している我がふるさと

の山里の風景はどうなるんでしょうか。我々は、さきの議会でＴＰＰ参加反対の意見書の

提出を決議いたしましたが、今後も理事者とともに阿波市を挙げて参加阻止の取り組みを

続けていくことを確認し合いたいと思います。この問題は、日本の将来をかけた問題であ

り、ここ阿波市においても将来の食料政策、地域政策に対して毅然とした態度を示すとと

もに、阿波市における農業の将来像を明確にし、地道な取り組みをしなければなりませ

ん。この観点から、阿波市の農業振興に係る具体策、具体的施策についてお伺いします。 

 まず、戸別所得補償制度についてであります。１９６１年に施行された農業基本法にか

わり、１９９９年に策定された食料・農業・農村基本法は農業情勢や国際情勢の変化に忚

じて５年ごとに見直すとされており、昨年３月に２度目の見直しということで、新たな食
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料・農業・農村基本計画が打ち出されました。５年前の基本計画では、品目横断的施策へ

の移行、また担い手農地制度の改革、農地、水などの地域資源の保全を主要課題として国

際競争力を高める強い農業に転換するため、集落営農などの経営体で２０ヘクタール、戸

別経営で４ヘクタール以上という面積要件で担い手を絞り込み、あくまで担い手に限定し

た施策を進めてまいりました。それが、今回は農産物や肥料の国際需要の逼迫など、世界

の食料資源事情の変化を重く受けとめ、日本の農業の役割と潜在力を重視し、兼業農家や

小規模農家を含む意欲ある多様な農業者を育成、確保する政策へ大きく転換をされまし

た。食と地域の再生が図られるような政策体系が再構築されるよう提言されているのが前

回との違いであります。しかし、現実問題として、これまで国の農政に正解があったでし

ょうか。これまでの農政は国の方針に振り回されただけであります。自民党から民主党に

政権がかわったからといってそう期待できるものではありませんが、今回の民主党の目玉

政策として創設された戸別所得補償制度、阿波市における戸別所得補償がどれほど浸透、

適用されているのか、その実績について説明をお願いします。また、阿波市ではこれをど

のように評価しているのか。さらに、制度が続いていく場合、現場として問題点、改善点

を認識しているなら、その点についてお答えをください。 

 次に、阿波市における農協合併についてお聞きします。 

 地域の農業施策は、１に行政、２に農業者の組織である農協、３、そして３番目が戸別

生産を行う農家と、この３者の一体となった取り組みがあってこそ、地域の発展、食料の

確保、地域社会の保持、振興が図られるものと考えます。阿波市には、現在、板野郡農協

の本所と４支所、阿波町農協、市場町農協、阿波東部農協の４農協があり、それぞれの経

営については民間団体でありますので立ち入ることはできませんが、農業政策を実行する

上において、また地域振興という点からして、市として、現状のような４農協体制がよい

のか、あるいは市と一体となった農業政策を展開するためには、合併がよいのか、基本的

に考え方を明らかにして、今後この問題にどう取り組まれるのか、お伺いします。 

 次に、農業者の海外を含めた研修制度について質問いたします。 

 いろいろな分野での海外研修ということで、子供たちを派遣する自治体は尐なくありま

せんが、農業を目指す人たちの海外研修となりますと、各自治体でかなり温度差があるよ

うです。実施している自治体は、社団法人国際農業交流協会とタイアップをして、参加の

研修費は認定農業者なら無利子の就農支援資金が利用できるというものが多いようです。

農業立市を掲げる阿波市では、認定農業者の方が４７５人と他の市町村より多い数字であ
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りますが、これらの人々が阿波市の農業の担い手、戦士として、さらに力強く育ってもら

うためには研修の機会を与えることは極めて有効なことと考えます。海外農業との競争、

グローバル化、また全国各地との産地間競争、消費者との共存など、学ぶべきことはたく

さんあろうと思います。これから阿波市を支えていく農業後継者の人たちへの施策の推進

について、市側の考えをお聞きします。 

○議長（吉田 正君） 田村産業経済部長。 

○産業経済部長（田村 豊君） 阿波清風会樫原議員の代表質問にお答えをさせていただ

きます。 

 農業振興についてというようなことで、３点ほどご質問をいただきました。 

 まず１点目のご質問でございます。 

 戸別所得補償制度が本格実施されておりますけれども、本市における実績とか評価はど

うなっているかというふうなご質問かと思います。 

 それで、戸別所得補償制度につきましては、生産数量目標に従って、生産する販売農家

などのうち、この制度に参加しようとする農業者を対象としており、販売価格が生産費を

恒常的に下回っている作物を対象にし、その差額を交付するということでございます。農

業経営の安定と国内生産力の確保を図り、もって食料自給率の向上と農業の多面的機能を

維持しようとするものであります。意見につきましては、米価の安定と生産数量の確保を

目的に、米以外の作物を生産に対し助成する施策を実施してきたところでございます。そ

れが、平成２２年度からは生産調整が達成されていれば、米の作付面積により、米以外の

販売作物等には生産調整にかかわらず助成金が交付されるモデル対策として実施がされて

きました。今年度からにつきましては、自給率向上と農業所得の安定的な確保を目的とし

て、水田だけでなく、畑作物も対象とした制度となっているところでございます。 

 それで、本市における実績についてお答えをさせていただきたいと思います。 

 米の所得補償交付金の定額分、これにつきましては、お米につきましては作付に対しま

して、田当たり、定額分という１万５，０００円の交付をする制度でございます。この制

度につきまして、申請件数は５３７件ございました。それで、交付金額といたしまして

４，２４３万５，０００円を交付でございます。昨年に比べまして、およそ１，０００万

円の増ということになっております。また、水田活用の所得補償交付金、これにつきまし

ては、水田で、麦、大豆とか、主要作物、また米粉米とか飼料用米、また加工用米等を生

産する者に対しまして交付金を出す制度でございます。こちらにつきましては、申請件数
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が７３８件、それで交付金の総額で７，５１７万３，０００円となっております。こちら

につきましても、昨年に比べましておよそ１，０００万円の増となっております。それ

で、全体で見てみますと、申請件数は７９４件で、交付金額の総額といたしましては１億

１，７６０万円を、これは見込んでおるというような状況で、前年度に比べまして約２，

０００万円の増になろうかと考えております。 

 それで、戸別所得補償制度についてどのような評価をしているかというようなことでご

ざいますけれども、本年度が実質１年目の制度でございます。といいますのも、昨年がモ

デル対策として実施し、今年度が本格実施というようなことでありますので、それで詳細

の分析については尐し難しいところですが、これは農業者が参加を選択する制度で、米の

生産調整を行いながら、毎年問題となっております耕作放棄地の解消やまたこの制度によ

って所得がある農業が経営できるという、農家にとっても安心感につながっているんでな

いかというふうな考え方を持っております。また、数字的に見ましても、昨年度と比較し

て交付の該当者が７６９件から７９４件と、尐しではありますけれども、２５件増加をし

ております。金額的にも定額交付金ではやっぱり２，０００万円程度増加しておるという

ようなことで、この制度によって所得におきまして一定の効果があったんでないかという

ふうにも考えておるところでございます。 

 続きまして、２点目のご質問でございます。 

 農協合併をどのように考えているかというようなことでございます。 

 ＪＡの合併について市の考え方についてお答えする前に、尐しこれまでの経過について

もちょっとご説明をさせていただきたいと思います。農協合併、ＪＡでございますけれど

も、平成１０年度に全国では１，８３３の組織がありましたが、平成２３年１１月には全

部で７１５の組織まで合併が進んでおる状況でございます。徳島県下での状況でございま

すけれども、ＪＡ徳島中央会によりますと、平成３年、ＪＡの徳島大会で、県下のＪＡを

１１に合併する構想が決議をされております。それで、平成１３年度までに郡市を卖位と

する基本として９組合、内訳としては徳島市、東とくしま、名西郡、板野郡、あなん、か

いふ、麻植郡、美馬、阿波みよしの合併がそれぞれ実現をいたしましたが、地域同意がと

となわなかった阿波郡と鳴門市においては合併に至っていないというふうな現状でありま

す。また、平成１３年には２つの未合併地域を残したまま、県下を一ＪＡにする方針も検

討されたというふうに聞いておるところでございます。その後、鳴門市の３ＪＡ、ＪＡ板

東町、ＪＡ堀江、ＪＡ鳴門市が合併し、ＪＡ徳島北が発足をしております。現在は、阿波
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市の４つのＪＡを含む１６ＪＡが県下のＪＡの状況でございます。また、阿波市内の状況

ですけれども、阿波市内の３ＪＡにおきましても、県下ＪＡの動きにあわせて、平成２１

年１２月に３ＪＡの組合長の会議による合併研究会の立ち上げというふうな提案もされた

ようでございますけれども、その後平成２２年には各ＪＡで議論がされた経過もあるよう

でございますけれども、現状といたしましては、合併に至っていないというふうなことで

ございます。 

 市といたしましては、ＪＡの合併につきましては、市が直接的にといいますか、強制的

といいますか、そのような権限まではございませんけれども、阿波市の農業を図るために

はＪＡの合併は市といたしましてもぜひとも必要というふうに考えております。先ほど議

員のほうから４農協体制がいいのか、合併するのがいいのかというふうなご質問もござい

ましたけれども、市としては合併を進めていきたいというふうな考え方であります。ま

た、本議会開会に当たりまして、市長の行政報告の中にもございましたように、ＪＡの合

併促進につきましてはその取り組みを県知事に対しても要望をいたしているところでござ

います。 

 それで、今後円高やＴＰＰへの参加などにより、農業情勢も大きくさま変わりすること

が考えられます。特に、ＪＡには人、資金、設備など、強い母体づくりが必要でないかと

考えております。合併すれば、資金力と信用力が増大し、信用共済事業の力は何倍にもな

ります。また、管理運営においては、業務の一元化が可能となり、経営全体においても健

全な組織になるんでないかというふうに思っております。阿波市の農業生産額は約１６０

億円尐し超えておるような状況でございます。県下一の農業算出市となっております。Ｊ

Ａを通じて出荷された品目を見ますと、１億円以上の売り上げのものがレタス、ナス、ト

マトなど、１０品目もございます。ＪＡさんにおきましては、これらの栽培と流通の核に

なっていただいております。全国各地において、農産物のブランド化が叫ばれております

けれども、この実現には品質の安定したものを定期的にそして定量的に市場に提供してい

くことが不可欠でないかと思っております。小さな卖位のＪＡではなかなか難しい状況が

あるのではないかというふうにも思っております。また、ＪＡの構成員であります農家の

所得を向上させるためにも販売戦略が重要と考えております。ＪＡが部会などを指導する

にしても、尐人数の部会が幾つもあるのではなく、４農協の部会が一緒になれば何倍もの

知恵と力が結集され、購買事業でも大量仕入れにより物品を安く供給することも可能とな

るんでないかと思っております。また、全体の職員数がふえることにより、専門的な技術
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を持った職員の配置も可能となり、サービス面での向上も期待できるのだと思っておりま

す。今後、市や郡を越えた県下レベルでの大きな合併構想の取り組みも出てくるのではな

いかと思っております。今後、市内の各ＪＡそれぞれと、合併実現のための課題の把握そ

して協議に努めながら、徳島県、ＪＡ徳島中央会とも連携を図りまして、手法を考えなが

らＪＡ合併の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、３点目のご質問でございます。 

 農業者育成確保の必要性から海外研修制度を考えてはどうかというふうなご質問でござ

います。 

 海外で農業について研修を受けたいと思う場合、個人で行かれる場合のほか、国の認め

た機関を通じていく方法があります。それは、社団法人国際農業者交流協会という組織で

ございます。農業研修生の海外派遣や海外農業研修生の受け入れ、また農業経営、研究活

動の推進事業等を行い、農業青年の国際感覚の涵養と質の向上などに寄与することを目的

に設立されております。主務官庁につきましては、農林水産省と外務省、徳島県では県農

林水産総合技術支援センターがこの窓口になっております。海外では、アメリカやデンマ

ーク、ドイツなど９カ国に協力隊がございます。この国際農業者交流協会が扱う事業の一

つに農業研修生海外派遣事業があります。海外農業先進諸国における農業実習や学習を通

じて、すぐれた農業技術、経営管理、販売技術等を習得をしていただき、我が国の農業、

農村を担う人材を育成することを目的にしております。農林水産省が公募事業として行っ

ているものであります。今後、市の考え方といたしまして、本市はご存じのように、農業

の町としてさまざまな農業施策を行っているところでございます。市卖独事業でのこのよ

うな制度運営については、現在行ってはおりません。また、今後、市として卖独でこのよ

うな制度につきましてはなかなか難しいものがあるんでないかというふうにも考えており

ます。このような施策につきましては、先ほどＪＡの合併の話もさせていただきましたけ

れども、ＪＡが主体となって取り組んでいただきたい事業でもあります。さきのＪＡ合併

のご質問の答弁の中でも申し上げましたが、ＪＡはこれまでのような卖体の組織ではな

く、合併により母体を強化し、あすの農業に向かってさまざまな事業を取り組んでいただ

きたいと思っておるところでございます。まずはＪＡの合併が一番でありますが、大きな

事業展開を行う構想の一つとしてこういう制度も認識していただき、このような海外派遣

にも積極的に取り組んでほしいと考えております。市が卖独で取り組むのではなく、ＪＡ

が本来の農業振興に取り組み、組織を挙げて、あすを担う農業者を育成するために、ＪＡ
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さんによってお取り組みをいただければ、市としても支援なり、忚援といいますか、その

やることについても考えてまいりたいというふうに思っております。行動力がある若者が

強い意志を持ってこれからの農業を海外で勉強しようとすることは、本人にとってはもち

ろん、あすの阿波市の農業を担う一員として成長してくれることは本市にとっても大きな

財産になると考えております。今後は、いろんな情報を収集しながら、尐し検討もさせて

いただきたいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原伸君。 

○１番（樫原 伸君） 私は、戸別所得補償制度、これは強い農業をつくる施策ではなく

て、減反協力農家に対して、１反の田んぼでお米をつくるのに肥料など生産コストが１１

万５，０００円、それに対してお米の売り上げが１０万円ということなので、その差額の

１万５，０００円を国が補てんしましょうという、ばらまきともやゆされても仕方ない制

度と思っております。しかしながら、水田農業の立て直しに国が英知を絞った事業でもあ

り、昨年のモデル対策から該当者も今２４件ほど増加し、交付金も２，０００万円増加し

ているということですので、農産物価格の低迷により厳しい営農生活を強いられている生

産者には所得の向上に一定の効果があったという点では市側の評価と同様でございます。

この後の変動部分を含めて補償支払い事務をしっかりと行っていただきたいと思います。

そして、その事務に関してですけれども、この戸別所得補償制度の申請に際して、生産者

の方も忙しい方が多くて、提出期日を過ぎた方もおいでました。要領どおりに事務処理を

するのでなく、一度徳島農政事務所に問い合わすとか、生産者に配慮した対忚をお願いし

たいと思います。 

 次に、農協合併につきましては、これまでの生存競争の社会から共生が大切な社会に移

り、相互扶助と非営利を理念とした組織であるＪＡは、一人一人の自助努力を支え、地域

の人々との共生を大切にしており、信用、共済、購買、販売事業、燃料、葬祭、そういっ

た含めて地域住民の生活に欠かせない事業を幅広く展開しているＪＡが、合併によって経

営基盤を強化し、地域住民にとってプラスになるとの視点で合併を指導してもらいたいと

思います。そして、今答弁にもありましたように、阿波市農業の基本方針、地域特性を生

かした農畜産物の生産の中で、阿波市ブランドの形成と販売力強化に向けて大いに期待し

ているとあります。市長も県に要望されておりますが、農協合併は行政の協力なくしては

無理と思いますので、より強力に推進をお願いいたします。 
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 農業研修制度の創設につきましては、農業立市を掲げている阿波市としては前向きな答

弁を期待しておりましたけれども、市卖独では適用できない、本来このような取り組みは

ＪＡが主体となって行うべき事業で市は忚援する立場とのようですけども、このいつも持

ち歩いてるんですけども、阿波市農業振興計画、阿波市の農業振興の基本方針にも多様な

担い手の育成と、こういうことを掲げているわけですから、今年度予算計上されておりま

す活力ある阿波市農業振興事業費２，４００万円を活用して、ぜひとも阿波市が主体とな

って、農業後継者の育成確保を図るため前向きに取り組んでいただき、研修者の多くがそ

れぞれの農業分野で活躍されることを期待いたします。 

 次に、２点目になります。 

 平成２３年、暗い話題が多かった中、本市に何か明るい話題はと振り返ってみますと、

非常にうれしいニュースがありました。県営西長峰工業団地への１３年ぶり３社目の企業

誘致であり、本県のＬＥＤバレイ構想、１００社目の企業であるメテック北村の新工場が

８月末に完成をいたしました。今、議長席に座られておる吉田議長もさぞ感慨深いものが

あったと思います。この西長峰工業団地につきましては、県、市ともどものさまざまな努

力のかいあって、５区画のうち４区画が埋まったわけでありますが、残り１区画について

現在の進捗状況についてどうなっているのかお教えください。 

○議長（吉田 正君） 田村産業経済部長。 

○産業経済部長（田村 豊君） 阿波清風会樫原議員の代表質問の２点目でございます。

企業誘致についてというふうなことで、県営西長峰工業団地の残り１区画への取り組みと

いうふうなご質問かと思います。 

 それで、県営西長峰工業団地につきましては、徳島県が平成元年度から約１９億円をか

けて造成をし、平成５年度から５区画、合計１２．２ヘクタールの分譲を開始をいたしま

した。平成７年には水島プレス工業、平成９年には船場化成が進出し、操業を行っており

ます。また、ご存じのように、昨年９月には船場化成の進出から約１３年ぶりにメテック

北村の進出が決まりましたが、残り１区画、３．１２ヘクタールございますけれども、ま

だ未分譲となっております。県では、進出企業の初期投資や軽減を図るため、分譲価格並

びにリース卖価の引き下げや企業立地に関する補助金の補助率の引き上げなどを行ってお

ります。市につきましても、平成２２年９月議会においてご審議をいただき、工場設置奨

励条例の改正並びに工場立地法で定められていた緑地率の緩和などの制度整備を行ってお

ります。今後、企業誘致の取り組みといたしましては、徳島県並びに阿波市の制度、立地
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条件の魅力をアピールしながら、県、市が一丸となって積極的に誘致活動を行ってまいり

たいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原伸君。 

○１番（樫原 伸君） 基本的に県と一体となって取り組んで進めるべきとは思います。

この後質問に立たれる原田議員も提案されておりますように、高校のＯＢ会などへの働き

かけも考えていただきたい。そして、さらには、市長やまた県議会議員、国会議員の知名

度をお借りして、その人脈ルートを活用する、そういったチャンネルを広げることも検討

してみてください。この西長峰工業団地は、県も県中央部における重要な工業団地として

位置づけられておりますけども、すぐ北側には徳島自動車道が通っていながら、その周辺

アクセスが整っていないように思われます。高速交通体系を生かすべく、脇町インターチ

ェンジまでのアクセス整備、またあわせて工業団地周辺整備をどのように進められるかお

伺いいたします。 

 次に、このたびのメテック北村の進出により、西長峰工業団地には３社、土成工業団地

には山本光学を初め、８社が操業されております。土成工業団地の企業につきましては、

平成３年から企業連絡協議会を設立し、企業間のコミュニケーションを図っており、この

夏には２０周年記念イベントも開催されておりました。西長峰工業団地のメテック北村株

式会社、船場化成株式会社、水島プレス工業株式会社も阿波市に進出してくれた企業です

ので、距離的な問題はあろうかと思いますが、既存の協議会に３社の加入を図り、１１社

と阿波市とから成る阿波市工業団地連絡協議会としてはどうか、お聞きします。 

 さらに、地元に進出してくれている企業でありながら、我々阿波市民はどれくらい１１

社のことを知ってるでしょうか。山本光学はスイミング用ゴーグルの部門で全国シェア５

０％以上ということでかなりの方が知っていると思いますが、それとて会社の一面にすぎ

ず、業務内容はもちろん会社の社風や企業理念など、地元市民として当然知っていてしか

るべきと思いますので、広報阿波などを使って企業紹介コーナーを設けて取り上げてはど

うでしょうか。 

 そして、さらには、メテック北村は半導体のメッキを主業務としている企業で、その部

門では国内シェアトップ、いわゆるオンリーワン企業であることは間違いありませんが、

心配をされている市民もおいでます。ことしの９月、社長を初め、担当者との会社説明会

では、排水クローズドシステムという循環型のシステムを採用しており、メッキ工程の水
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は何度も利用されて、最終蒸発残渣は産廃処理をするので、使用された水は一切出さない

という説明を受けました。安全・安心を掲げる阿波市としては企業説明の確認をすべきで

はないでしょうか。こう言いますと、せっかく立地してくれた企業さんにそういった申し

出は不愉快であるととられるかもしれませんが、地元自治体として、すべての企業さんを

企業評価することについて所見をお伺いします。 

○議長（吉田 正君） 田村産業経済部長。 

○産業経済部長（田村 豊君） それでは、再問にお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 まず１点目でございます。脇町インターチェンジへのアクセス道路の整備と工業団地周

辺整備についてというふうな再問でございます。 

 それで、脇町インターへのアクセス道路につきまして、改めてその状況等についてお話

をさせていただきたいと思います。脇町インターアクセス道路につきましては、西長峰工

業団地から脇町インターを結ぶ最短コースへの道路整備計画であります。企業誘致や立地

企業さらには周辺関係者の皆さんの利便性向上のための整備を進めておるというふうな事

業でございます。ご存じのように、西長峰工業団地につきましては、立地場所が阿波市の

西の端、美馬市との境界部分に位置をいたしております。アクセス道路の整備につきまし

ては、道路用地の部分のほとんどが美馬市ということから、事業推進に当たっては県、美

馬市と十分協議しながら進めていく必要があるというふうなことであります。それで、脇

町インターへのアクセス道路の経過につきましては、本年の３月議会でもご質問をいただ

きました。県においては前向きに取り組む旨の考えがあると、そのご質問の中でお話をさ

せていただきました。また、市といたしましても、県と連携を図りながら事業推進したい

というふうなお答えをしたところであります。その後、市では、県商工労働部、産業立地

課とことしの４月また５月の２回にわたりまして、このアクセス道路の整備について協議

を行ってまいりました。また、この道路計画につきましては、西長峰工業団地が計画され

た当時から話もあり、美馬市とは以前から協議を重ねているところであります。本年８月

に美馬市と協議を行った状況によりますと、用地確保に難しい状況があり、事業推進には

引き続き時間を要するんではないかというふうに考えておるところでございます。市とい

たしましても、今後の状況を見ながら、県、美馬市に働きかけを行いながら、このアクセ

ス道路につきましては、粘り強く取り組んでまいりたいと考えております。 

 それと、工業団地の周辺整備をどのように進めるのかというようなことでございますけ
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れども、ご存じのように、西長峰工業団地につきましては眼下に吉野川や周辺町並みを望

むという日の高台というふうなことで、緑豊かな丘陵地帯に位置をいたしております。団

地の西側には、あずまやを配した公園も整備がされております。それで、同団地の維持管

理につきましては、県営ですので、市が県から委託を受けて行っております。周辺整備と

いたしまして、今年度は桜の植栽を考えてみたいと思っております。また、来年度につき

ましては、工業団地の看板の修繕等も行っていきたいと考えております。これからもさま

ざまな角度から周辺整備に取り組みながら、西長峰工業団地の価値の向上につなげていき

たいと考えております。 

 続きまして、再問でございます阿波市工業団地連絡協議会また企業紹介というようなこ

とについてお答えをさせていただきたいと思います。 

 阿波市工業団地連絡協議会及び企業紹介についてですが、土成工業団地に進出をしてい

ただいております８社につきましては、企業間の親睦や地域の振興に寄与することなどを

目的として、平成４年に土成工業団地企業連絡協議会を設置いただいております。市も、

毎年、土成工業団地企業連絡協議会の総会に出席をさせていただきながら、それぞれの企

業さんと意見交換等も行っているところでございます。特に、今年度は連絡協議会発足２

０周年というようなことで、記念イベントを開催する等、精力的に活動もされておりま

す。一方、県営西長峰工業団地につきましては、平成７年３月に水島プレス工業が、平成

９年６月に船場化成株式会社が進出しており、ご存じのように、本年メテック北村株式会

社が進出をし、立地企業は３社となっております。ご質問の阿波市工業団地連絡協議会の

設置についてですが、土成と西長峰工業団地の２つの団地の進出企業につきましては、両

方で１１社になります。１１社による連絡協議会というのではなく、尐し阿波市全体での

企業を対象とした連絡協議会、あるいは交流会的な組織を尐し考えてみたいというふうに

思っております。それで、今後はそれぞれの企業さんのご意向も伺いながら、そういうこ

とで事業を進めてみたいというふうに考えております。 

 また、企業紹介につきまして、広報紙等で企業紹介をしてはどうかというふうなことで

ございますけれども、このことにつきましては、それぞれでまた企業さんのご意向もお伺

いしながら、また十分検討させていただきたいというふうに考えております。 

 続きまして、企業の状況といいますか、企業との行政の関係っていうふうな部分でのご

質問であったかと思いますけれども、この部分につきましては、市といたしましては、そ

れぞれの企業さんから情報提供いただきながら、企業の状況を把握することが非常に重要
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と考えております。先ほどの阿波市工業団地連絡協議会の質問の中でもお答えをさせてい

ただきましたとおり、阿波市全体の企業を対象とした交流会的な集まりというふうなもの

を考えておりますので、その中で企業対企業の交流なり、またあるいは企業と行政の交流

も図ってみたいというふうに考えております。今後は商工会さんを初め、関係する機関や

それぞれの企業、事業所等とのご協力をいただき、各企業との連携、連絡体制の充実を図

り、市内の商工業の振興につなげていきたいというふうに考えておるところでございま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原伸君。 

○１番（樫原 伸君） 脇町インターへのアクセスについては、今もお答えのように、お

隣美馬市とも協議を重ねているというようなことですけども、今、メテック北村さんも来

てくれて、機運が高まっていると思いますので、より積極的に、また精力的に進めていた

だきたいと思います。 

 それから、企業連絡協議会とか企業紹介であるとか、企業評価などといろいろ提案をさ

せていただきましたけども、せっかくさまざまな業種の企業が立地してくれていながら、

法人税を落としてくれている関係しか浮かばなかったものですから提案をさせていただい

た次第です。阿波市の企業として成長してもらいたい、また誘致企業として誇りにした

い、地域との密接な関係で長くいてもらいたい、そんな期待を込めての企業、市、議会

と、３者の関係をつくり上げていきたいというのが私の趣旨ですので、県西部の中核都市

にふさわしい活力を維持していく上でも、阿波市の企業さんとコミュニケーションを大い

に図り、農工商のバランスのとれたまちづくりをお願いいたします。 

 それでは、最後の質問に移ります。 

 厚生労働省の発表によりますと、２０１０年度、医療費総額は３６兆６，０００万円

で、前年度より１兆４，０００万円の増加、また７０歳以上の高齢者は実に１６兆２，０

００万円となっております。我が国は、健康保険皆制度を確立し、現在保険診療の場合、

健康保険から費用が出され、ゼロ歳から２歳までは２割、６９歳までは３割、７０歳以上

で１割を窓口で支払う仕組みとなっていることは皆さんご承知のとおりですが、医療サー

ビス提供側の要因も無視できないものの、医療費増加の要因は、高齢化や医療技術の進

歩、普及が一般的には考えられております。全国どこの自治体も医療費削減に取り組んで

おり、国も社会保障と税の一体改革の中で、医療に関しての改革案を提示し、具体化しよ
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うとしておりますが、財源の確保が難しく、その先が気になるところでありますが、今、

我が国の財政状況からしても、地方自治体の負担率が下がることは期待ができません。こ

こは、自治体の知恵を絞った取り組みが大いに期待されるところと感じております。そん

な中、この議会に阿波市国民健康保険特別会計補正予算が付議されております。医療費の

増大が大きな要因とのことですが、医療費の見込みはインフルエンザの流行などと相まっ

て、予測が難しいと思いますが、一般被保険者療養給付費はどのように積算して計画策定

をされているのか。また、阿波市国民健康保険特別会計の年度末見込みについてお聞きし

ます。さらに、もう一点、医療費の軽減化に向けて、短期的、中・長期的な取り組みにつ

いてもお聞きします。 

○議長（吉田 正君） 井内市民部長。 

○市民部長（井内俊助君） 阿波清風会樫原議員の代表質問にお答えをさせていただきま

す。 

 ご質問の内容は、国民健康保険について。１点目として、阿波市国民健康保険特別会計

の年度末見込みと歳出の一般被保険者療養給付費の積算について。２点目といたしまし

て、医療費軽減化に向けた短期的、中・長期的取り組みとなっております。 

 最初に、国民健康保険特別会計の今年度の見込みについてでございます。 

 まず、本年度の医療費の状況についてご説明をさせていただきます。 

 本年９月診療分までの医療費につきましては、一般被保険者療養給付費におきまして、

前年対比で１億円余り高くなっておりまして、また高額療養費におきましても前年を上回

る伸びとなっております。療養給付費の増加の原因といたしましては、心臓病や脳血管疾

患、がんなどの疾病におきまして、療養の重症化によりまして高額な医療費が必要となっ

ている件数が増加していることが挙げられます。このような状況のために、今議会におい

ても補正予算をお願いしているところでございます。今回の補正予算につきましては、繰

越金を財源とした予算としておりまして、療養給付費以外の医療費につきましては今回の

補正予算で対忚できるものと考えております。しかしながら、一般被保険者に係る療養給

付費につきましては、本年度前半の医療費が伸びておりますので、この状態で推移いたし

ますと、３月定例会においてさらに補正予算をお願いする事態とならないかと危惧してい

るところでございます。国保会計におきましては、全国的に赤字財政となっておりまし

て、抜本的な制度改正が要望されております。本市におきましても、機会あるたびに、全

国市長会などを通じて要望活動を続けておりまして、国においても広域化へ向けた取り組
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みが議論されているところでございます。今後におきましては、国、県の動向を注視しな

がら、医療費の抑制に全力で取り組み、健全化を目指し、努力してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、一般被保険者療養給付費の積算根拠でございます。 

 国保会計の予算編成につきましては、国において一定の基準が示されております。交付

金や支援金についてはこの基準に基づき申請をしております。医療費についての予算編成

につきましては、前年度の決算額も参考とし、また医療費の伸びを予測し、編成を行って

おります。一般被保険者の療養給付費につきましては、平成２３年度当初予算額で２４億

１，２００万円となっておりますが、この金額につきましても平成２１年度の決算額を参

考とし、医療費の伸びを見込み、編成をしております。なお、集団での疾病の発生など、

突発的な事態も考えられますが、このような場合は補正予算で対忚をお願いすることにな

ろうかと思います。 

 次に、医療費軽減化に向けた取り組みについてでございます。 

 医療費抑制についての短期的取り組みとしましては、ジェネリック医薬品の利用促進が

ございます。ジェネリック医薬品は、厚生労働省におきまして、先発医薬品と有効成分、

製造方法、この効果が同じ医薬品として新たに申請され、認められた医薬品で、先発医薬

品に比べ低価格となるため、医療費の抑制を図る有効な手段として、厚生労働省も利用促

進を進めているところでございます。本市におけるジェネリック医薬品利用差額通知の取

り組みにつきましては、徳島県国保団体連合会への委託事業として、平成２４年４月から

の発送を目指しております。現在、国保連合会におきまして、県医師会や歯科医師会、薬

剤師会とジェネリック医薬品差額通知についての協議を行っておりまして、この協議を受

け、市としても医師会や歯科医師会また薬剤師会等の協議を行う予定としております。こ

れまでの市議会においてもご答弁をいたしておりますように、ジェネリック医薬品の利用

については、市としても積極的に推進してまいりたいと考えております。また、その他の

短期的な取り組みといたしまして、季節性のインフルエンザ等の予防について、ケーブル

テレビなどを通じ広報を行っておるところでございます。 

 次に、中・長期的取り組みについてでございます。 

 医療費抑制の中・長期的な取り組みといたしましては、病気にならないこと、病気の重

病化を防ぐ予防が大切と考えており、各種健診の受診率の向上と特定保健指導に取り組ん

でおるところでございます。健診につきましては、特定健康診査や人間ドックを実施し、



- 59 - 

病気の早期発見、早期治療を行うことで、将来的に医療費を抑えることができると考え、

受診率の向上を目指し、次のような取り組みを行っております。まず、啓発活動といたし

まして、ケーブルテレビを活用し、市長や保健師また市内保育園児による受診の呼びかけ

を実施しているほか、広報阿波への啓発記事の掲載や市内ＪＡや各種団体にご協力をいた

だき、いろいろな会合時に国保の現状と受診率向上に向けた説明を実施してまいりまし

た。また、１２月２日には、阿波市健康宣言を出し、市議会や国民健康保険運営協議会の

ご協力のもと、特定健康診査受診率向上キャンペーンも実施いたしたところでございま

す。内容については、受診率向上への取り組みはもちろん、１人一運動の習慣化、健康学

習の場の提供、子育て空間の整備、相談事業の充実などについて、市を挙げて健康への取

り組みを強化、推進することといたしております。 

 次に、この３日には、吉野川保健所の健康フェスティバルにあわせて、健康フェアＩＮ

阿波を土成歴史館において開催いたしまして、糖尿病予防についての講演や健康チェッ

ク、健康相談を行い、市内外から多くの方の参加がございました。このような全市を挙げ

た取り組みを進めることで、阿波市民全体の健康増進を行い、将来的な医療費の抑制につ

なげてまいりたいと考えております。特定健康診査につきましては、来年１月末まで受診

期間がございますので、今後も引き続き啓発に努めてまいりたいと考えておるところでご

ざいます。 

 次に、特定保健指導についてでございます。 

 特定健康診査の結果を受けまして、保健師により、保健指導及び運動指導を行い、生活

改善に向けた指導を行っております。健診受診者においては、健診結果についての理解不

足からそのまま放置しているケースが多数ございます。病気が重篤化するおそれがありま

すので、保健師による戸別訪問や電話での相談活動を行い、受診者の健康改善に努めてお

るところでございます。 

 特定健康診査の受診率向上と特定保健指導の充実に向け、今後とも努力をしてまいりた

いと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原伸君。 

○１番（樫原 伸君） 国保歳出予算の中で、一番大きなウエートを占める保険給付費の

積算についてお聞きしましたけども、国保の予算編成は国における一定基準が示されてい

るものの、国の一定基準で予算編成すると全体がパイが大きくなるので、阿波市において
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は、前年度決算額を参考に、伸び率を予想して編成されているようです。そして、今年度

末見込みの最終金額はお答えになりませんでしたけども、今回の補正は療養給付費以外の

医療費に対忚するもので、一般被保険者療養給付費においては上期で約１億円余り高くな

っていることや高額療養費も前年を上回る伸びとなっていることから、このままで推移す

ると、３月定例議会で補正予算をお願いしたいと答弁されております。昨年の１２月議会

で、阿波市国民健康保険特別会計の健全化に向けて１１．２％の税制改革、これは受益者

負担と繰入金１億２，０００万円の市税投入を決議しております。ことしの６月ぐらいか

ら、何人もの方に、国保が上がったと、国保が高くなったとの問い合わせがあり、私はそ

の人たちに国保会計の構造上の問題点と、今年度から受益者負担をお願いする一方で、市

税を向こう３年間、１億２，０００万円を投入して、何とか制度を維持したいという説明

をしてまいりました。それが、１年目で早くも赤字基調に陥るようです。またまた、税制

改革という４文字が浮かび、不安視される市民の顔が浮かんでまいります。計画策定で

は、やはり分子に置く医療費は実態に近いものを置くべきだと思います。大変な作業にな

ると思いますけども、重篤患者数を正確につかんで、インフルエンザなどの年代別に罹患

率の係数を使って割り出して、なるべく実態に近い歳出予算として、それでもって歳入の

計画を策定すべきと考えます。このように、より詳しくデータを積み上げて計画策定する

ことによって、医療費の増加原因もつかみやすく、課題も明確化しやすく、当然対忚策も

また歳入予算も正確なものが打ち出せるのではないでしょうか。ぜひとも、国保特別会計

の予算編成は、これまでの手法を改めて取り組んでいただきたいと思います。 

 そして、短期的、中・長期的な取り組みについて再問いたします。 

 ジェネリック医薬品への切りかえは短期的な取り組みとして大いに期待が持てるもので

あり、このことは私の昨年の代表質問でも訴えさせていただいたところでありますが、今

回の県議会委員会においても取り上げられておりました。これによりますと、昨年度全国

のジェネリック医薬品利用割合は、薬剤料金ベースで全国平均８．２％、徳島県は６．

１％と、全国最下位です。トップの沖縄の約半分であります。よその県でできていること

が徳島県でできていないということは努力が足りないということで、効果がわかっている

ことをやらずに、財政が厳しい、厳しいというのは、どこかの政府と変わらないのではな

いでしょうか。尐し皮肉を言いましたけれども、現在、阿波市では国民健康保険証の送付

時にジェネリック医薬品のパンフレットが同封されております。しかしながら、そのパン

フレット１枚で、阿波市被保険者に周知が図られ、効果が上がるとは思いません。ジェネ
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リックにしても、後発医薬品にしても、その名称は何のことかわからない人が多いと思い

ます。そういった人やジェネリック医薬品は効き目が悪いなどと思っている人への啓蒙、

処方せんを書くお医者さん、いわゆるドクターへの協力、国立病院系の院外処方や一部の

民間調剤薬局では、どちらにしますかというアンケートが実施されております。そういっ

た取り扱い病院、取り扱い調剤薬局の拡充など、４月実施に向けての実施策を時系列に説

明をお願いします。 

 そして、もう一つが診療報酬の引き下げが続く中で、経営改善の目的から、病院ではこ

れまでの出来高払い方式から診断群分類包括評価方式を採用しつつあります。これは、基

本的に経営改善の取り組みとはいえ、わかりやすく言えば、２週間の肺炎患者に対して、

診療報酬を仮に１，０００点として、１，０００点という縛りで、疾病群で包括診療とす

るものです。この場合、薬が１，０００円でも２，０００円でも同じですから、病院側と

しては安価な後発医薬品に切りかえるでしょうし、２週間以上の入院はさせないと思いま

す。そういった意味で、この包括診療は医療費抑制につながる方式と思われますので、阿

波市にある特定機能病院、さらに民間病院にＤＰＣ採用をお願いしてはどうでしょうか。 

 さらに、短期的な取り組みとして、多重診療といいますか、重複診療といいますか、こ

の改善を提案いたします。先ほど言いましたように、我が国の医療保険制度では、国民の

だれもがどこかの医療保険に加入しなければなりません。アメリカのように、民間の保険

に自己責任で入るのが原則となれば、経済的に余裕がない人は無保険者になり、６人に１

人が無保険の境遇にあえいでいるとも伝えられております。医療費も高く、治療を受ける

のはお金がある人だけが受けられる特権で、サービスであると、そのような国から見た

ら、我が国は１割から３割の窓口負担で平等な医療が受けられるため、だれもが気軽に病

院にかかれます。本市としては、国保団体連合会のデータをもとに、国保医療課と保健師

さんとによる訪問指導によって国保会計の現状を理解してもらうと同時に、自宅療養可能

な者は自宅療養に切りかえてもらうといった取り組みもすべきと思いますが、この所見を

お聞きします。 

 次に、中・長期的な取り組みとしては、先ほどありました健康診査の拡大を取り上げて

おります。この平成２０年度から、７５歳以上の方の医療については後期高齢者医療制度

へと、保健事業については健康増進法に移行し、新たに４０歳以上の方を対象にしたいわ

ゆるメタボリック症候群に対忚するための健康診査、特定健康指導を実施する制度に移行

されました。このように、市町村に義務づけられたメタボリック症候群対策の健診は脳卒
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中や心筋梗塞を減らし、将来の医療費を削減させていこうということで、各自治体も力を

入れておりますが、一方でがん検診は健康増進法の努力義務にとどまっていることから、

特定健康診査に重点が置かれて、がん検診がおざなりにされているのではないかという懸

念も出ております。特定健康診査とがん検診の受診率を上げていくことが疾病の未然防止

ということにつながると思われますので、阿波市におけるそれぞれの受診率の実態と受診

率向上対策についてお伺いします。 

 それともう一点、子宮頸がんワクチンについて再問いたします。 

 この子宮頸がんは、命にかかわるのはもちろんですが、妊娠や出産の可能性を奪う女性

にとって大きな影響を及ぼす病気です。ただ、この子宮頸がんは発生原因が解明されてい

ることから、ワクチン接種と検診を合わせれば、世界で初めて、今２３種類あると言われ

ているがんの中で撲滅できるがんとして知られております。このワクチンは費用にして約

４万円から６万円で、１２歳の女生徒に子宮頸がんワクチンを接種した場合、接種費用と

して２１０億円の予算が必要となりますが、医療費で１７０億円、労働損失で２３０億

円、計４００億円の削減が見込め、１９０億円の費用削減効果が期待され、費用対効果を

上げることができるとあります。この子宮頸がんワクチンについては、江澤議員も一般質

問されております。その中で、昨年から、阿波市においては、助成制度が始まり、現在阿

波市の対象者は中学１年生から高校２年生まで７３０人、そのうち接種者は４２５人、何

と率にして５８．２％です。３回接種なので、父兄の協力と助成制度そのものの周知を図

るよう提言をされております。ワクチンでがんを予防できるのはこれしかないと思うの

で、積極的に周知を図ると市長もご答弁をされております。今言いました６カ月の間に３

回接種しなければならないことも含めて、周知にぜひ前向きに取り組んでいただきたいと

思いますが、より効果的に接種率を上げる方法として、学校などでの集団接種を実施され

てはどうでしょうか。接種率向上策の一つとして取り組んでいくつもりがあるかお聞きい

たします。 

○議長（吉田 正君） 井内市民部長。 

○市民部長（井内俊助君） 樫原議員の再問のうち、１点目、ジェネリック医薬品差額通

知サービスに向けた今後の予定について、２点目として、診断群分類包括評価、ＤＰＣ方

式について、３点目として、多重受診解消への取り組みについて、４点目として、特定健

康診査の受診率についてにお答えをさせていただきます。 

 最初に、ジェネリック医薬品利用差額通知の今後の予定についてでございます。 
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 先ほども答弁をいたしましたが、現在国保連合会において、県医師会や歯科医師会また

薬剤師会との協議中のため、その結果を待っている状況でございます。この協議の結果を

受けて、阿波市におきましても、医師会などとの協議を行う予定といたしております。国

保連合会から連絡があり次第、関係医療機関との調整を行いますが、この調整に１カ月程

度の期間が必要と考えております。このような状況でございますので、現時点で、詳しい

日程についてお伝えすることはできませんが、遅くとも来年２月までには協議を終了した

いと考えております。関係機関との協議を終えた後、広報阿波、ケーブルテレビ等によ

り、市民並びに国保被保険者への啓発を行い、ジェネリック医薬品の利用差額通知を実施

してまいりたいと考えております。 

 次に、診断群分類包括評価についてお答えをいたします。 

 最初に、診断群分類包括評価方式、いわゆるＤＰＣ方式について説明をさせていただき

ます。 

 ＤＰＣ方式は、急性期入院医療を対象とした診療報酬の包括評価制度でございます。今

までの医療費は診療内容によってそれぞれの料金を計算して、合計の医療費を出す出来高

払い方式でございました。ＤＰＣ方式では病気の種類などにより病気を分類し、その分類

ごとに１日当たりの包括診療部分の医療費が決められます。このため、どのような診療を

行いましても１日当たりの医療費は変わらない包括支払い方法となります。ＤＰＣ方式に

ついては、無駄な医療が行われなくなることや最適な医療を行うことが医療者に求められ

る仕組みとなることが期待される半面、治療計画の余裕を損なう可能性もあり、医療者の

裁量に自由がなくなることも考えられます。このＤＰＣ対象病院となるためには厳しい条

件を満たす必要があり、徳島県におきましては、現在、徳島大学附属病院や県立中央病

院、徳島市民病院などの大きな１０病院が登録をされております。これらの病院は県下で

も最大級の病院でありまして、阿波市内の病院へこのことについて推進することはなかな

か厳しいのかなと考えております。 

 次に、多重診療解消への取り組みについてでございます。 

 現在、国保レセプトの電子化に伴うシステムの改修により、毎月の多受診者のデータ処

理が可能となっております。このシステム上の多受診該当基準については、同一月内に４

件以上のレセプトがある方、または１５回以上の受診がある方を対象としております。こ

のような多受診者への対忚については、広報阿波での適正受診の啓発、各種研修会や会議

における国保の現状説明の折に、適正受診についてお願いをしているところでございま
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す。保健師による指導についてでございますが、レセプトを点検し、内容を吟味し、受診

者の状況を把握した上でなければ戸別の訪問指導はできないと考えております。今後につ

きましては、市内医療機関への協力依頼、また国保被保険者への適正受診の啓発も含め、

検討してまいりたいと考えております。 

 次に、特定健康診査の受診率及び受診率向上策についてでございます。 

 特定健康診査は、平成２０年度からすべての保険者に義務づけられ、実施をされており

ます。阿波市国民健康保険における特定健康診査の受診率については、平成２１年度が３

１．７％、２２年度が２９．９％であり、県平均の率は平成２１年度が３３．５％、平成

２２年度が３２．９％となっております。先ほどもお答えをいたしましたが、市におきま

しては、受診率の向上に向けた取り組みを強化し、ケーブルテレビ等による受診勧奨や広

報阿波による啓発、街頭キャンペーン、また各種研修会や会議での現状説明と特定健診の

受診勧奨を行っておるところでございます。今後も啓発活動に努め、受診率向上に取り組

んでまいりますので、ご理解いただきますようよろしくお願いをいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 松永健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永恭二君） 阿波清風会樫原議員の代表質問で、医療費軽減に向けた

短期的、中・長期的取り組みについての再問、健康福祉部所管のがん検診の受診率の実態

と受診率向上対策についてお答えをいたします。 

 まず最初に、がん検診の受診率についてでございますけれども、市では各種保険加入者

の受診者数が把握できません。受診率に反映することができませんけれども、市が実施す

る集団検診、個別検診者数を対象人数で割って率を出してみますと、平成２２年度の受診

率は胃がんが５．８％、肺がんが１２．９％、大腸がんが７．１％、乳がんが１０．

６％、子宮がんが１０．３％、前立腺がんが７．６％となっています。また、受診率向上

対策についてですけれども、平成２３年度は肝炎ウイルス検査、４０歳から７０歳までの

５歳刻み、子宮がん検診、２０歳から４０歳までの５歳刻み、乳がん、大腸がん検診、４

０歳から６０歳までの５歳刻みの対象者に無料クーポン送付をいたしまして、受診を勧奨

しているところでございます。健康を維持するためには、検診し、疾病を早期発見するこ

との重要性を市民の皆様にしていただけるよう、啓発に力を入れていきたいと考えており

ます。 

 次に、子宮頸がん予防ワクチンのご質問でございます。 
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 ご質問の中で、子宮頸がん予防接種人数が、対象人数が７３０人中４２５人の接種率

で、５８．２％というご質問がありました。これは、３回定例会で一般質問があったとき

の接種率の報告であります。それは、中学校２年生から高校２年生までの７３０人の数字

ということで、平成２３年７月２０日から新しく中学校１年生の接種が始まったという、

対象人数が１９３人、合わせますと９２３人になります。１０月末現在のこれは第１回目

の接種ですけれども７９７名ということで、接種率が８６．３％ということになっており

ます。それで、次に、より効果的に子宮頸がんワクチンの接種率を上げる方法として、学

校などで集団接種を実施してはと、ご質問にお答えいたします。 

 現在、子宮頸がんワクチンの２種類の発売されております。接種対象者がどちらかを選

択できるということになっています。種類によりまして、接種間隔が異なります。集団接

種となりますと、個々の接種間隔を考慮した日程が必要となり、学校などでは日程が組み

にくいということがあります。また、思春期年齢の女子が対象の予防接種ということであ

りますので、医療機関において主治医と保護者が子供の体のことなど話し合った上で、同

意のもと接種するのが望ましいと考えております。このような状況から集団接種は難しい

と考えています。その点、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原伸君。 

○１番（樫原 伸君） 前後しますけども、子宮頸がんのほうについてまとめさせていた

だきます。 

 今、私のほうの資料では、５８．２％ということで低い、そういった観点から向上策を

提案したわけですけども、今の説明では９２３人で７９７人が接種されているということ

で、８６％、そのようにお聞きしましたけども、やはりこれは１００％に目標を持って取

り組んでいただきたいと思います。その中の問題点として、今おっしゃられていたよう

に、子宮頸がんワクチンには２種類あるということで、個々の接種期間が異なって、日程

調整が大変であるというようなことをおっしゃっておりました。また、もう一つが思春期

の女子生徒の体調の難しさというようなことをおっしゃっておりましたけども、ワクチン

が２種類あるなら、国が認可したワクチンですので、どちらかに決めて取り扱っても問題

はないと思います。ＡかＢか阿波市で選択すればよいと思います。そして、私は男ですの

で、思春期という微妙な年ごろのことはわかりませんが、集団接種が最も効果的で、接種

率を高める方法と思いますので、父兄、また女子生徒にアンケートを実施して、この判断



- 66 - 

材料にしていただけたらと思います。 

 そして、特定健康診査またはがん検診ともに、受診率向上にさまざまな取り組みをされ

ていることがよく理解ができました。そして、しかしながら、いずれの受診率も低いよう

にも思われます。医療費軽減に向けた投資的な取り組みですので効果がつかみにくいと思

いますが、その重要性を市民に理解してもらうことを第一義に、今後も粘り強く推進をお

願いいたします。 

 医療費軽減の短期的な取り組みとして３点ほど申し上げましたが、昨年から提唱してき

ましたジェネリック医薬品差額通知サービスについても、今ご答弁がありましたが、遅く

とも２月までに関係機関との協議を終了し、推進したいとの答弁でした。４月実施に向け

て行動計画が示されましたが、だれも言ってくれませんので、自称ミスタージェネリック

としましては、提案してわずか２年目にして、他の市町村に先駆けて実施される運びとな

ったことに、心からの敬意を表しまして、今後の取り組みに期待をいたします。軽減目標

を定めて、検証する姿勢を市民にも理解していただき、自分たちの使う医療費は自分たち

で賄うと、この国保会計の原点に立ち、市民、阿波市一体となった取り組みに大いなる期

待をして、質問を終わります。 

○議長（吉田 正君） これで阿波清風会樫原伸君の代表質問が終了いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

            午後０時３２分 休憩 

            午後１時２７分 再開 

○議長（吉田 正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、志政クラブ原田定信君の代表質問を許可いたします。 

 原田定信君。 

 

○１７番（原田定信君） ただいま議長の許可をいただきました。志政クラブ原田定信、

会派を代表して代表質問をさせていただきます。 

 まさに、激動の年でもございました２０１１年、平成２３年も光陰矢のごとしと申しま

すか、もうカレンダーも残りの１枚になってまいりました。そんな中で、今、阿波市は堅

実な中、市政運営進められておるところでございますけれども、前段、稲岡議員からも若

干触れられましたけれども、１０月２１日早朝でございますけれども、私たちいろいろご

指導をいただいてきました小笠原前市長のご逝去の報に接しました。ちょうど、私自身振
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り返ってみますと、昭和６２年に私は当時の市場町議会のほうに席を有することができま

した。それから今日まで、町政の中そしてまた市政の中でおつき合いをいただき、多くの

ご指導をいただいてまいりました。６２年と申しますと、当時の市場町議会の議長は今日

ご指導をいただいております稲岡議員、市場町の議長でございました。吉川議員もおいで

たし、樫原賢二議員も同じ議席で、いろんな形の勉強をさせていただきました。まさに、

本会議の中では、小笠原さんそのものは常に本会議場に電卓を持ってこられて、そしてま

た常にご自身で計算をしながら当時の理事者に迫っていく姿勢っていうのは、私自身議員

の議席を得てたくさんの勉強をさせていただきました。その後、助役になり町長となられ

ましたけれども、まさに性格は皆さんご存じのとおりでございまして、まじめで本当に堅

実な方でございました。特に、町長時代には６代目の旧市場町の町長、最後の町長になら

れたわけでございますけれども、特に子育て支援、これは脈々と今の本市阿波市にも引き

継がれております。当時から、特に旧の市場地区においては児童センターゆめポケットと

いうものが設置、建設されました。また、大俣においては児童館のどんぐりっこというこ

とが建設、供用されました。特に、子育ての小さな子を持つお父さん、お母さんからはま

さに重宝がられたということもご案内のとおりでございます。また、特に福祉に取り組み

まして、その福祉の手厚い行政運営ちゅうのは、これも本市に継続されております。とり

わけ、市場町の時代、ボランティア協会とか、そしてまた民生児童委員会のご協力もいた

だいて、独居老人の方々には月に２回宅配弁当が配られたというふうなこともまさに今や

昔の話となってまいりました。先ほど来、後の質問で触れたいと思いますけれども、樫原

伸さん質問しました国保の問題につきましても、常に当時から一般財源からの繰り入れを

行いながら、特に中間所得者に対しての負担金の軽減が図られてきたというのがまた当時

の市場町の運営でもございました。また、市長になられても、まさに私たち見ておって

も、当時の市長みずから望まれたのは、財政の健全、安定化ということをまず第一に進め

られた。その成果が今は本当に豊かな財政を築いておりますけれども、そういうような中

で、まさに本人独自の個性ではありますまじめさと堅実さが、平成１７年市長に就任して

からも、そのまま私は生かされてきたんでないかなというふうに思います。また、その当

時は、今の野崎市長ですけれども、助役、副市長へとご選任をいただき、そしてまたとも

どもに阿波市政を支えていただいた、本当に古い何年もたったように思いますけれども、

ついきのうのことでもございます。また、特に野崎市長に関しては職員間の人事交流、と

りわけご案内の、郡をまたいだ合併でございました関係で、あらゆる部門での調整ってい
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うのが必要でございます。また、人事交流もそんなに多くなかった土成町、吉野町そして

市場町、阿波町の合併でございました関係で、そういった部門では女房役としてやられた

野崎市長にも相当なご労苦があったんじゃないかということをつくづく横で見ておった私

も感じた次第でございます。そして、１０月２１日朝８時４２分ですけれども、まさに８

０歳の生涯を閉じられました。思い出してみましても、退職後、旭日小綬章というんです

かね、これを２２年の春の变勲でいただいた。で、それらのまた皇居において天皇陛下か

ら拝受されて、参加者、受賞者を代表してお礼を述べられたということも、まさに堅実な

小笠原さんならではの選ばれたことでないかというふうに思っております。まさに、新生

市場町のその礎になられた方でなかったかなというふうに思います。もし、天国っていう

あの世がございましたら、阿波市民４万１，０００人の幸せとそして阿波市のさらなる発

展をぜひ見守っていただきたいというふうに思っております。 

 さて、本題の質問に移らせていただこうというふうに思います。 

 今回、２つほど質問を出させていただきました。 

 前段申しましたように、今、平成２３年間もなく終わろうとしておりますけれども、３

月まで事業年度進みますけれども、２４年度の事業について、市が市長を中心にどのよう

な企画立案をされておるのか、また市長そのものがどのような認識で、まさに１期目の野

崎市長にしてみたら、２４年度、最後の総仕上げでないかと思うんですけれども、どのよ

うな市政運営を、野崎カラーというものを鮮明に出されるのか、そういったことについて

お尋ねをしたいと思います。 

 庁舎の建設については、もうご案内のとおりでございます。本年度、また来年度にかけ

て、これから大きな予算が投下されますけれども、市長が４年目を迎える現在、市長その

ものが目玉として取り組んでいく事業、新庁舎の建設はもちろんですけれども、これをも

しハード部門とするならば、ソフト部門ではどのようなことを市民に提供しようとしてい

るのか、市長自身の考えがあればこのことについてお聞かせを願いたいというふうに思い

ます。 

 ２番目に書いてますように、ハード事業については当然庁舎の建設に係る事業費が計上

されてくるだろうから、２４年度ですけれども、当然それに伴う予算ですけれども、やは

り市民の本当の幸せっていうか、市民が本当に身近に感じるのはやはり私はソフト部門の

あらゆるサービスを中心とした私は事業でないだろうかというふうなことを特に感じてお

ります。そのことについて、市長そのものにお考えがございましたら、ちょうどこの議会
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においてお聞かせをいただきたいと思います。 

 そして、１項目の一番最後です、先ほど樫原伸議員のほうから質問のございました国民

健康保険ですけれども、前段答弁されておったように、過去に１１．２％の国民健康保険

税の負担率のアップが承認されて、今日も参っております。ご案内のように、一般会計か

らの１億２，０００万円の繰り出しも同時に決定をされておりますけれども、聞いたとこ

ろ、早や療養給付金については現時点で既に対前年度比でしょうかね、もう１億円を超え

ておるというふうな大きな出費がなされております。そのような現況の中、ますますこれ

から高齢化が進んでいく中で、このいわゆる国民健康保険税、とりわけこの保険税ってい

うのは、市民の方の負担を一番重くする保険税でございます。そのことについて、市とし

てはどのようにこの問題考えられるか。これ申し上げますけれども、今、国民健康保険に

加入しておる加入率っていうのは３０％切っておるんですかね。ですね。しかし、これ考

えたら、この議場でおるすべての人が将来は必ず国民健康保険税に加入するんですよ、私

も含めて。そうでしょ、退職者分として、その収入がなく、なくなったときに、本当にそ

れから病気にかかるような状況になったときに、我々とて国民健康保険のお世話にならな

ければならないわけですよ。だから、これは特別会計とはいえ、加入者、加入されている

人のみの負担でやっていいものかどんなもんだろうかというふうなことの考え方をお聞か

せ願いたい。ということは、この３点目で申すならば、今、市民部長のほうがお答えにな

るんでしょうか。 

 次に、１１．２％の税額アップは可決して、現在推移しておりますけれども、これは将

来にわたってはこのままいけるのかどうか。今でも非常に高いんですよ、本当にその負担

たるや、先ほど樫原伸議員言いましたけど、本当にこの部分に関して市民のいわゆる感情

っていうのは私はまさに最高潮に達しているんでないかなというふうに思います。また、

そんなときに、庁舎を建設するのがそれがいろいろとリンクし合って、市民がここまで生

活に窮して何で新庁舎が要るんなっていう拡大された意見にまで発展してるのも、これも

事実です。このことは避けては通れません。そういうような現況を見て、この部分につい

てはどのように理事者として考えられるかということについて、まず１点目、この部門に

ついてのご答弁いただき、ご答弁を聞かせていただいた後に再問をさせていただこうと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（吉田 正君） 野崎市長。 

○市長（野崎國勝君） 志政クラブ代表質問の原田議員の質問にお答えいたしたいと思い
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ます。 

 まずは、冒頭、前小笠原市長の阿波市の子育てあるいは福祉、行財政改革等々、随分と

私も助役、副市長を通じ、勉強させていただきました。こうして、議員の皆さんの前でご

答弁できるのも、小笠原前市長のおかげと本当に感謝申しております。 

 きょうのご質問でございますけれども、２４年度事業について４年目を迎える野崎市政

の総仕上げ、どういった企画立案をしながらハード事業あるいはソフト事業をやっていく

のかというご質問だと思います。特に、ハード事業についてはご承知おきと思いますので

簡略させていただきますけれども、ソフト事業について、特にどう取り組むかというよう

なご質問だと思います。 

 まず、本年の８月に閣議決定されました中期財政フレームにおきまして、平成２４年度

から平成２６年度までの間につきましては、地方交付税等、地方の一般財源の総額につき

ましては平成２３年度の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保するというような

ことが明記されております。しかし、概算要求見ますと、別枠とされております東日本大

震災の復旧、復興経費につきましては、復興増税などにより財源確保が不透明な状況であ

る今、無駄なことかと思います。地方の一般財源の総額確保の実現について、こうした状

況の中で非常に厳しいものがあるんじゃないかということも予想されておるところであり

ます。地方交付税や国県支出金に依存せざるを得ない阿波市の財政状況でございますけれ

ども、これまで以上の厳しい予算編成を強いられるんじゃないかと、かように考えており

ます。 

 現在、本市におきましては、平成２４年度の予算編成作業に取り組んでおりまして、去

る１１月１日には各部局に予算編成方針を通知しておりまして、阿波市の総合計画、昨年

作成いたしました第２次阿波市の行財政改革大綱及び第２次阿波市集中改革プランを基本

にして、行財政改革に取り組みながら事務事業あるいは予算に取り組んでいこうと思って

おります。特に、事務事業につきましては、新市まちづくり計画を基本とした第１次の阿

波市総合計画を目標に行っております。一番基本になるんじゃないかと思います。また、

市長就任後、特に阿波市の将来像を実現するために、たしかこれは正木議員からも質問あ

ったと思いますけれども、総合計画、もうご承知のように、総花的っていうんですかね、

総論的でなかなかわかりにくい、各論部分のそれぞれ細かい事業計画、それをこしらえた

らどうじゃないかというようなご意見いただきました。それから取り組みまして、たしか

２１年度には庁舎建設の基本計画、あるいは人権教育の啓発に関する基本計画、あるいは
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次世代育成行動計画、あるいは水道ビジョン等々の４つの計画だったと思います。それか

ら、平成２２年度はたしか６つの計画、中でも健康増進計画あるいは食育推進計画、その

ほかに農業振興計画あるいは先ほど稲岡議員からもご質問ありました市営住宅のストック

総合活用計画等々、たしか６計画を具体化するための計画、市民の要望にこたえるための

具体的な計画を作成しております。本年につきましては、第１次の阿波市の総合計画、こ

れ２４年から５年間ですけれども、後期計画と言っていますが、後期計画を今現在作成中

です。そのほかに、阿波市の学校給食センター建設計画についても詳細な基本計画を今作

成しております。っていうようなことで、２１年度から本年度まで、たしか１４の総合計

画の詳細を記した計画を作成いたしました。原田議員言われるように、これからどうする

のかというソフト面も含めて、どんなことをするのかということですが、この総合計画の

具体化するために、１４の詳細な計画、これにのっとって着々と進めていく。といいます

のは、やはり、４００人余りの市の職員、一体化っていうんですかね、阿波市民のために

一枚岩になって動くために一つのやっぱりわかりやすい計画必要であろうと。それがない

と、どうも動きにくい、一枚岩になりにくい、あるいは市民にわかりにくいということ

で、そういう細かい計画を立てております。 

 そういうようなことから、ハード事業あるいは２４年度のソフト事業ご説明申し上げま

すが、まず、総合計画の６本柱、「人が輝くまちづくり」というのがございますけれど

も、この中では学校教育の充実という項目があります。まず、給食センター、これにつき

ましては、ご承知のように、阿波、市場、板野給食組合を一元化して、庁舎の隣に給食セ

ンターを建てる、これについてはハード事業、余り大きな問題なく動くと思いますけれど

も、肝心なのは給食センターができるまでにいかに給食センターをうまく活用するかとい

うことで職員に指示してありますが、卖なる４，０００食の給食を児童に配る、食べても

らう、そういう施設であってはならない。まず、１日に４，０００食の食材を地産地消で

まずやっていこう。地産地消のための組織づくり、もちろんＪＡあるいは中山間の農家の

方にもご協力最大限していただこうと思ってます。その組織づくりをまず２４年度から始

めよう。これが１点です。農業振興にも相当に給食センターがつながっていくんじゃない

かなと。４，０００食のレストランができたと、こう思っていただければわかりやすいん

じゃないかなと。その食材は地元でとにかくやっていこう、その組織づくりを２４年度に

はやっていくと。 

 その次に、給食センターを利用した食育という問題があります。これも教育委員会とも
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相談しながらやっていく。ということは、どういうことかというと、調材している食材を

つくったじいちゃん、ばあちゃんあるいはお父さん、お母さん、食べる子供たちが一堂に

２階から見ていただく、見ていただいた後で、これは善入寺島の大根だよ、あるいは白菜

だよ、子供もつくった農家の方も現場で栽培あるいは取り入れまでやる、これ食育につな

がるんじゃないかな、そんなことを考えた給食センターに持っていきたい、これがソフト

面です。ハード面とソフト面が一体になる、しかしハードができる前に、ソフトをさき動

かす、そんな組織づくりを目指していきたい、かように思ってます。 

 もう一点、学校教育問題、教育長の答弁になるんですが、ご承知のように、耐震工事や

ってます、これについてはまるっきり表に出していない部分があります。１８年から耐震

工事行ってます。２６年度で１００％完成するわけなんですが、全体で小・中学校で３４

棟、今現在２２棟達成して、６５％が達成してます。中身たるや、耐震工事、他の市町村

は、県下の、耐震工事というのは本当の耐震だけだと思うんですね。ところが、阿波市の

場合は、今７億５，４００万円ですか、これが耐震工事、あとトイレあるいは照明等々の

あるいは外壁ですね、そんな大規模改造、これを行ってます。耐震プラス大規模改造、こ

れが約２４億８，５００万円。一般財源が３分の２入れてます。これは、まるっきり公表

してません。ここが一つのポイントじゃないかな。これはあくまでも耐震工事じゃなく

て、やはり子供が本当にいい環境のもとで勉強できる、そんな環境づくりをやっていって

る、このあたりは十分にご理解と、これからもご協力をお願いしたい。恐らくやっている

のは、松茂とうちだけじゃないですかね。そう思ってます。そういうことはやっていきた

い。 

 あと、「安全・安心のまちづくり」という項目もございます。これについては、ご承知

のように、切れ目のない子育てを目指すために、とりあえず２４年度にはハード事業とし

て、八幡地区の幼・保連携施設の整備事業を完成させたいと思ってます。これについて

も、卖なる幼・保の連携施設、一般的にはこども園っていうんですかね、やるんですが、

これも２４年から早速ソフト事業組み入れたいと。じゃあ、どういうことをやるのかと、

幼・保連携施設が完成するまでに、保育所、幼稚園の子供たち、幼児ですね、あるいは保

護者、保育士さん、幼稚園の教諭の方が垣根をのけて、事前に研修あるいは交流ができな

いかな。完成したとき、２５年にはもう子供たちも保護者も先生方あるいは保育士もすっ

かり一枚岩になってるんじゃないかな。ハードとソフトを一体にやる、これ２４年度にや

っていきたいと思ってます。 
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 その次に、「ともに生きともに築くまちづくり」という項目もあります。これも非常に

大切な項目なんですけれども、「ともに生きともに築くまちづくり」というようなこと

で、まず防災拠点、交流防災施設が２６年には完成するんですが、それまでに今から防災

関係の支援、食糧支援物資等々の備蓄を始めていく、あるいは防災マップの見直しをや

る、毛布等々についても防災施設ができなくても１，０００枚ほど先購入しとこうと。と

りわけ一番心配されるのは、津波の心配は恐らくないでしょうけれども、地震の心配はあ

ります。一番心配されるのは恐らく水道管破裂、これは阿波市民にとって非常に大変大事

なことということで、旧町卖位で２０カ所ぐらいの井戸水の検査、水質検査、これをやっ

ていこうじゃないかと。防災担当の方はすぐにやはりペットボトルでいいじゃないかとい

う人もいます。ただ、ペットボトルではやっぱり飲む水なんですよね。じゃあ、今現実に

私の周辺の阿波市阿波町も、食事に使うのは水道使ってるけど、ふろあるいは水洗トイ

レ、そんなものには水道水使ってない人も随分いるんですよね。じゃあ、その井戸が、井

戸水が飲めるのかどうか、検査をやって、仮に検査しといて飲めるとすれば、やはりこれ

ふろにも使えるし、あるいは水洗トイレにもペットボトルじゃ間に合わんので、水洗便所

にも使えるかなと、そんなところで井戸水の検査もしたいなという事業をやりたいと思っ

てます。あと、子育ての支援であるとか、それから今言いました消防防災体制の整備と

か、いろいろあります。 

 あと、観光の振興というようなことで、「産業が発展するまちづくり」という項目あり

ますが、ここでやっぱり農林業の振興、観光の振興という項目がありまして、さっきも申

しましたように、給食センターとやっぱり地産地消あるいは農業振興、これくっつけてい

かなきゃいかんかなということで、農業サイドの受け皿づくりというんですかね、その組

織をしっかり２年、３年かけてやっていきたいと思っています。 

 あと、観光の振興なんですが、やはり阿波市には本当に天下の奇勝土柱と言われるもの

がありますし、あるいは御所のたらいうどんもございます。本当に、これ阿波市の観光資

源になっていくのかな、これから育っていくのかと言われたときに、やはり心配もござい

ます。というのは、観光人口がどんどんどんどん減っていってる、新聞にも載らなくなっ

た、そこで市民のボランティアの力借りて、焼却場のところから脇町境まで地権者とも話

もし、ボランティアの方も協力していただいて、桜、もみじ植えれるところには、とにか

く年次的に植えていこう。特に、拠点となるやはりたらいうどん、あるいは金清温泉地

区、あるいは土柱の地区、あるいは西日本で唯一残っているコイのせり市場ですかね、そ
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んなところにも桜あるいはもみじ、でき得ればお金かかりますけどもライトアップし、あ

るいは市民の方が健康のために散策、運動できる、そんなことをも２４年度から始めてみ

たいなと考えています。 

 あと、ハード事業かソフト事業か、ちょっとこれすみ分けが難しいんですが、内水対策

が大きな問題になっています。内水対策については、恐らく今の東日本震災の財源が非常

に枯渇する中で、１０年先、２０年先でも恐らく予算要求してもなかなか難しいんじゃな

いかな。そこで、職員とともに一案を考えあげた末、当阿波市には恐らく県内では珍しい

ため池がございます。特に、東川原、あるいは五明谷の水系ですかね、それから指谷、鴬

谷あるわけなんですが、それぞれのところに大きな利活用されていないため池がある。こ

れが内水対策の調整池にならないか。特に、県河川の準用河川みたいな小さい河川です

ね、今言いましたような、指谷とか、あるいは鴬谷とか、そういう河川っていうのは、コ

ンクリで本当に三面張りされて、整備されて、なお水の勢いが、吉野川の内水まで一気に

発する、途中で何か調整池が随分あるのに、あれ役立たないかな。幸いなことに北岸用水

が随分とパイプライン化されています。土地改良区とも話を協力願い、あるいは地域の方

にも協力願いながら、調整池としてため池が利用できないかな、治水のためにも。内水対

策はどれぐらいの効果、私まだわかりませんが、恐らく相当あるんじゃないかなと思いま

す。それと同時に、内水近くの床上、床下浸水を抑えるために、ため池でとりあえず抑え

る、流れるときは排水機能は十分でないので、排水機場周辺の土砂ですかね、土砂じゃな

しに土なんですね、あれ。あれを市と県が協調、連携しながら整理を、残土処理する。ど

ういうことなんかというたら、県に言ってもお金がやっぱりないですから、土の処分に大

変な金がかかる、重機類以上あるいは運送賃以上にかかるということで、これは阿波市で

何とか、残土については引き受けたらいけるんじゃないかなと。これについては協議に入

ってます。県もそこまで市がやってくれるんなら、あと機械と運搬賃だけですよね。何と

か協力してくれるんじゃないかな。これから、相当詰めもありますけども、積極的にこれ

も県市協調でやっていきたい。県の河川だから県がやれという時代ではもうなくなったん

じゃないかなと私考えています。ちょうどいいことに、副市長も県土整備の出身でござい

ますので、積極的に今現在も県のほうへお願いに上がっていってもらってます。 

 そんなことで、ハード面と同時にソフト面、あるいはハード面ほかいち早くさきにソフ

ト面を動かしていきたい。そんなところが２４年度の予算の目玉になっていくんじゃない

かなと。ソフト事業については、大きな予算は恐らくつかなくても、行動はやる。市民の
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力、議会の力、非常に本当に大事でございますので、何分のご理解とご協力を切にお願い

いたしまして、答弁といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田 正君） 井内市民部長。 

○市民部長（井内俊助君） 志政クラブ原田議員の代表質問にお答えをいたします。 

 ご質問の内容は、国民健康保険に代表されるように市民の負担が増大しているが、今

後、各種税額についての見込みはでございます。特に、国保税についての見込みというこ

とでご質問をいただいております。前段、全体の税についての見込みにつきましても触れ

させていただいてから、国保税について触れていきたいと思いますので、ご了承いただき

たいと思います。 

 ご承知のように、税金には国に納める国税と県や市の地方公共団体に納める地方税がご

ざいます。市税につきましては、主に国の法律改正等によって、条例改正を行っておりま

す。平成２４年度の個人住民税についてでございますが、平成２２年度の子ども手当の支

給に伴い、年尐者扶養控除の廃止されたことや高校授業料無償化に伴い、一般扶養控除上

乗せの廃止されたことなどに伴って、所得に対しての控除額が尐なくなるため、１８歳以

下の子供さんがいる方は影響を受けることとなっております。また、２４年度におきまし

ては、固定資産税や軽自動車税、たばこ税などの市税については、国の法律改正がないた

め、改正は予定されていないところでございます。また、現在、国におきまして、税に関

しましては、東日本大震災の復興財源を賄うための臨時条例を盛り込んだ復興関連法案が

１１月３０日に成立いたしたところでございます。この法案では、所得税について、平成

２５年１月から２５年間、納税額の２．１％を上乗せし、個人住民税については平成２６

年６月から１０年間均等割を年１，０００円増額する内容となっております。今後、この

改正内容につきましては、総務省から具体的に示され次第、対忚をしてまいりたいと思い

ます。また、国保税にも絡んでくるわけでございますが、社会保障と税の一体改革をめぐ

る議論が始まっておりまして、この中では消費税についての議論も始まっているところで

ございます。 

 次に、ご質問をいただきました国保税についてでございます。 

 阿波市の国保会計につきましては、ご指摘いただきましたように、平成１７年の合併以

降、毎年１億円前後の卖年度赤字が続いておりまして、大変厳しい状況であります。この

状況を補うために、基金を取り崩し、また一般会計からの繰入金などにより、何とか収支

を保っている状態でございます。平成２１年度に税の改正を行いましたが、抜本的な解決
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にはならず、去る平成２２年にいろんな審議をいただきまして、平成２３年度に再び税の

改正を行ったところでございます。この改正の検討時点におきまして、被保険者の方の負

担割合、税についてどのようにすべきか、３案を出していろいろと検討したわけでござい

ますが、加入者の方の負担と医療費の伸びを考慮しながら、現在の税率ということで改正

をさせていただいた経緯がございます。これ以上の税の改正、引き上げをすることは、非

常に厳しい決断を迫られるものと思っておるところでございます。このため、先ほども申

しましたが、歳出面におきまして、医療費の削減に向けて取り組みを強化していく必要が

ございます。特に、平成２０年度から始まっております特定健診、特定保健指導を進める

ことで、被保険者の方に健康を維持していただき、医療費の削減に一層努力しなければな

らないと思っているところでございます。先ほども申しましたが、国保税につきまして

は、平成２４年度は２３年度と同じ税率とする予定でございます。今年度、これ以降の医

療費の伸びによって、３月補正においてはまたご審議をいただかなければならないことが

あるのではないかと危惧しているところでございますので、ご了承いただければと思いま

す。 

 以上、ご答弁とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（吉田 正君） 原田定信君。 

○１７番（原田定信君） 市長からは、まさに熱く２４年度のソフト面の計画、お話をい

ただきました。私は、今でも忘れてはおりません。市長が就任当時の一番最初の一般質問

の中で、私はこう申し上げました。阿波市のぜひとも歴史の名前に残る市長になっていた

だきたいというふうなことを申し上げたのは、つい３年ほど前の議会でございました。そ

ういった中で、まず庁舎についてはまた建設についてご英断をいただきましたし、今につ

いては、２４年度の教育の面、そしてまた農業振興、防災、そしてまた観光という面につ

いて、まさに熱く語っていただきました。非常に、市長のまさにやる気というものが私に

はしっかりと伝わってきた、そういう答弁でなかったかというふうに思います。今、今月

も実は１６日に、森本副市長が副会長となって、県の観光協会の清重会長のもとに、白鳥

荘の検討委員会開かれておりますけれども、それらの会合もそれぞれの方にご理解いただ

く、聞いていただく、そういった意味で、この１６日からは本庁舎内でそれらの検討委員

会が開かれるということで、そこらのところで、本市のまさに言い方したら悪いんですけ

どもお荷物的な存在かもわかりません、白鳥荘の問題、これからのとらえ方っていうもの

が議論をされるわけでございます。市の方針としては、白鳥荘をそのまま継続して、福祉
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の発展の中にぜひとも必要な施設だということが位置づけされておりますけれども、そう

した中で、ぜひこれからそれをどのようにじゃあ活用していくのかっていうことをお聞か

せいただきたいというふうにも思っております。また、観光の発展の中で、北方の山合

い、とりわけ白鳥荘周辺には桜とかもみじの植樹をして、ライトアップでそういうふうな

ところを観光したいというふうな話もありました。まさに私はそのとおりでないかなと思

いました。この検討委員会の中でも私実は申し上げるんですけれども、本市においては、

やはりある物探しであって、ない物ねだりでは一つも物は前に進まないのであって、この

観光の中、特にこの大自然の中で、恵まれた自然を利用して、まさにある物を探さなけれ

ば、ない物をこれ以上探しても、それでできるものは私は一つもないと。ぜひ、ある物を

探していただく、そのためにはそういったため池百選に選ばれた金清池の周辺に桜とかも

みじを植えて、そして配備して、その中で、観光なり散策道というのも考えるのも一考で

ないかなというふうなこともつくづく思っております。この１番と２番の質問について

は、市長からご答弁をいただきました。まさに、そのような具体的な計画をこれからぜひ

最終年度進めていただきたいというふうに思います。 

 問題は、３番目の国民健康保険ですよね。まさに、この１１．２％のアップを議会も認

め、同時に１億２，０００万円の一般財源からの繰り入れした時点で、やはり市民のいわ

ゆる負担っていうのはまさに天井をついておるんじゃないか。先ほど、市民部長の答弁で

は、また３月にご審議いただかなければならないということ、これ恐らく一般財源からの

補正予算のことだとは思うんですけれども、これが講じていくと、またそれぞれの負担割

合、この前１１．２％上げたばっかりですけれども、これとてまさに改善またせないかん

時期が来るんでないかということを非常に私らは危惧いたします。他町村と比べて、そし

てまた行政の中で、阿波市っていうのは健全な財政で運営されておるっていうことが、折

に触れ言われ、また聞こえてくるんですけれども、果たしてそれがもしそういうふうな財

政運営をされておるんであるならば、やはり私は市民の負担を尐しでも軽減するべきが行

政の仕事でないかということを私はつくづく思いますよ、これは。町は豊かでも、個人が

それぞれ市役所に納付する金額っていうのは、まさに本当にこれ以上の負担には耐えられ

ないっていう状況までになって、そのことは健全な財政であるがゆえに、私は一般会計か

らの繰り入れやむなしでですね、これは当然それを考えるべきですよ。１億２，０００万

円の決定を見てますけれども、これが２億円になっても２億５，０００万円になってもい

いじゃないですか。やはり、市民にとって、阿波市っていうのは本当に安心して病気にか
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かれる町だというイメージこそ植えつけるのが、今のまさに市民に対しての私は行政のま

ず第一のサービスであるし、私は責務というふうに思っております。 

 そして、もう一つ踏み込んで言えば、先ほど来、健全な会計間違いないんですけれど

も、その健全財政も実をただせば、今、正職員４０８名、市役所の正規職員として４０８

名おる。そして、各課がそれぞれ臨時嘱託の職員何人有してますか。恐らく、今みんなが

それぞれの各課で有しておるところの職員の人数を足すと、合併前の合計の人数はるかに

超えてるじゃないですか。言ってみれば、阿波市の今日の繁栄は、１つにはもしかしたら

市民負担かもわからない、もう一つは臨時嘱託の方のご労苦によって財政が健全化なされ

てるっていっても私は決して過言じゃないと思うんですよ。そのことっていうのは、私は

肝に銘じて行政やらなければならないんでないかなということを思います。町の財政が健

全であって、市民がやせて、本当に私は健全財政とは言えないと思うんです。やはり、豊

かな中にも市民が納得してそこらの税額、特に国民健康保険税そうですけれども、払える

ような、やはり財政運営をぜひ私はやっていただきたいというふうなことをお願いしたい

と思うんですけれども、先ほどソフト面について熱く語っていただいた市長、この点につ

いていかがお考えですか。私は市長をしよる間は絶対にこれ以上、１１．２％ご負担いた

だいておる、これ以上もう絶対に上げないと言うだけの言い切りが市長できますか、いか

がですか。 

○議長（吉田 正君） 野崎市長。 

○市長（野崎國勝君） 原田議員の国民健康保険関係の１１．２％アップして、これ以上

市民の負担が耐えれないという話でございます。一般財源の繰り入れについてはやむを得

ない、２億円になろうと、３億円になろうと市民の健康を考えるためにやむを得ないとい

う意見なんですが、それ以前に、先ほど樫原議員と議論を交わしておりますけれども、そ

のあたりの実行をしっかり我々が肝に銘じてやっぱりやっていかなきゃならない。あと

は、阿波市だけじゃなくて、これは全国的な話ということで、国へ向けても県へ向けて

も、本当に積極的にこの気持ちを、樫原議員じゃないけど、熱く熱くかかってお話をして

いきたい、かように思います。 

 以上です。 

○議長（吉田 正君） 原田定信君。 

○１７番（原田定信君） ちょっとこの部分が抽象的になってしまったんですけど、財政

預かる市長としては軽々に恐らく語れない部分もあるんでしょう。しかしながら、やっぱ
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り阿波市に住んでよかったなと言われる町にしようと思えば、やはり市民一人一人の負担

を軽減する、またそのことについて市民にご理解をいただける町ということが、私はまず

まちづくりの、新市の計画はありますけれども、私はまずそれが基本でないんかなという

ふうに思います。ぜひとも野崎市長におかれては、そこらのことをぜひここまでやってい

ただいたんですから、やはりそういった部分の、前段申し上げました、前の小笠原市長進

めてこられた、そこらのそれぞれの負担を軽減する、そして豊かな町にするというふうな

部分をぜひ市長にはお願いをしたいなというふうなことを最後にご要望をしておきたいと

いうふうに思います。 

 最後の質問になります。 

 答弁いけますか、副市長。じゃあ、お願いします。 

○議長（吉田 正君） 森本副市長。 

○副市長（森本哲生君） 原田議員のほうから金清温泉、白鳥荘につきまして、これから

どう活用していくんだというようなご趣旨のご質問でございます。 

 先ほど、市長のほうからハード面、ソフト面の事業について幾つか例示的にご説明させ

ていただきました。その中で、例えば植樹の話出てまいりましたけれども、あえて市長の

ほうから触れられてなかったのかなという気もいたしますけれども、市内のやっぱり面的

な観光資源の整備といったものはどうしても必要なんだろうというふうに思っておりま

す。その一環として、例えば植樹であったり、あるいは散策道路の整備であったり等々の

ものが必要なんだろうなというふうな考えを持っております。その面的な整備の中に、当

然金清温泉、白鳥荘っていうのは位置づけられますし、あるいは周辺の新庁舎であった

り、八十八カ所であったり、あるいは土柱であったり、御所の方面の観光資源だったり

と、こういったものを面的にトータルで整備していく、そういう計画が必要であろうと思

いますし、その中に金清温泉も位置づけていくということはまず第一であろうと思ってお

ります。そこに、市民の方々のご協力、あるいはその観光協会をどういう形でタイアップ

していくかと、こういったことも詰めながら、ぜひ金清温泉を活用していきたいと、こう

いうふうに思っております。なお、具体的な話といたしまして、先ほど原田議員おっしゃ

いましたように、専門委員会のほうで具体像っていうのをいろいろ詰めております、ソフ

ト面、ハード面も含めましてですね。この結果を待って、当然市としても議会のご意見を

伺いながら、最終的に判断ということになろうかと思いますので、現時点での具体的な話

っていうのはちょっと差し控えさせていただければと思っておりますが、いずれにせよ、
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そういう面的な計画の中に位置づけるということが方向性としては絶対あるべきだという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田 正君） 原田定信君。 

○１７番（原田定信君） 失礼しました。今、副市長のほうから、金清の活用センターの

理事長でもある、また検討委員会の副会長でもあります森本副市長のほうからご答弁をい

ただきました。白鳥荘っていうのは、これは旧の市場町に住まいする我々、また行政に携

わってきた我々にとっては、本当に感慨深い施設なんですよね。ただ、残念ながら、ここ

数年来の経営危機の中で、大変その存続が危ぶまれておりますけれども、どうかこの検討

委員会の中でいい方向が示されて、また議会の理解といいますか、市民の理解をいただい

て、何とか復活して、従来のにぎわいのある白鳥荘になればというふうなことを念じてお

ります。今後の検討委員会の方向づけ、また最後にはこれも市長の私はご英断にかかるん

でないかというふうに思います。そのことについては、またともに協議をしていきたいと

いうふうに思います。 

 １の項、これで終わりまして、２の項の保育所の指定管理に向けての計画ということで

お聞かせ願いたいと思います。 

 先ほど、市長のほうからは、幼・保一元化で、八幡の第一保育所そして幼稚園っていう

のが、今後保護者との交流も深めながら大きく前進したいというふうなお話を聞かせてい

ただきました。それとは別に、今、とりわけ久勝の保育園ですかね、ここを試験的に民営

化の方向で進まれているようですけれども、そのことについてぜひ担当課のほうから、今

の進捗状況とそれと今後の計画といいますか、プランですね、それを担当課のほうよりお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 松永健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永恭二君） 志政クラブ原田議員の代表質問で、保育所の指定管理に

向けて、今後の計画及び保護者との協議はということでお答えをいたします。 

 まず、保育所の指定管理につきましては、市の方針において、先般の９月議会で民営化

計画について今後進めていく民営化プランをどのように考えているのかというご質問があ

りました。その中で、保育所の民営化プランにつきましては、近年の尐子化、高齢化社会

の到来や三位一体改革に伴う保育運営費の一般財源化といった保育行政の変革の中で、限

られた予算の中で、保育の質の向上を図り、多様な保育ニーズへの対忚をしていく上で、
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公立保育所はその従来の役割、位置づけについて大きく問われる時代となっています。こ

のような状況下において、阿波市では、平成２２年３月に策定いたしました第２次阿波市

集中改革プランに基づき、公立保育所のあり方について、民間活力の導入の項で、行政と

民間との適切な役割分担のもと、効率性、専門性や行政責任の確保などを踏まえながら、

指定管理及び民間委託等を検討し、推進するという目標のもと、市立保育所の指定管理に

ついてはモデル的に１カ所の保育所で指定管理を実施していきたい、そういうご答弁をさ

せていただいたところであります。 

 ここで、これまでの保育所の指定管理についての経緯を尐しお話ししますと、先ほども

申し上げましたけれども、近年の尐子・高齢化社会の到来や三位一体の改革に伴う保育運

営費の一般財源化といった大きな国の保育行政の変革の中で、公立保育所のあり方や指定

管理者制度を検討するため、平成２０年６月１日に幼稚園、保育所の保護者代表、民生委

員、市民委員や議会の関係者で構成された阿波市保育所、児童館、放課後児童クラブ指定

管理者制度導入等検討委員会設置をいたしまして、その後検討委員会が７回開催されまし

て、平成２２年２月１０日に答申が出されました。答申につきましては、指定管理者制度

を導入する保育所は吉野町、市場町、阿波町、１カ所ずつとする。吉野町については統廃

合した後に導入する。導入時期につきましては、保育所の統廃合に並行して事業を進め

る。答申が実行されることにより、保護者のニーズに合った保育内容の実施や子育て支援

施策がますます充実することを期待しますという内容でありました。また、議会におきま

しても、これまで阿波市議会公営施設（事業）民営化特別委員会、３回開催されて、ご協

議をいただきました。平成２３年５月２４日に開催の公営施設（事業）民営化特別委員会

では、さまざまなご意見を各委員からいただき、答申を受け、指定管理者制度の導入は年

次的に、阿波、市場で各１カ所ずつ導入したい。平成２３年度条例改正を実施し、２４年

度導入を目指し、モデル的に阿波、市場の中で１カ所実施したい。ただし、目標にはおく

が導入保育所の選定や保護者への説明や理解を得ることが一番であると考えており、努力

していきたいと答弁をいたしたところであります。そのことから、その後、阿波、市場の

保育所の中から１カ所、指定管理候補保育所として選定する作業に入りました。指定管理

候補保育所を１カ所に選定することについては、保護者の理解や職員の考え、施設面など

をトータル面に判断をして選定する必要があります。また、指定管理団体にとっても魅力

的な保育所でなければならないと思います。このようなことを考慮して、１カ所の保育所

を選定するためには、まずどの施設が適しているのか、客観的に判断し選定する必要があ
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ります。そこで、平成２３年６月より内部協議を重ねまして検討いたしました。八幡第一

保育所、八幡第二保育所については統廃合の計画がありますので、２保育所を除いた阿

波、市場の残り５つの保育所を保育事業、施設面、地域バランスや交通アクセス面など、

さまざまな要件から慎重に比較検討を行いました。また、２３年７月２８日には、指定管

理者導入保育所に関する阿波、市場、先ほど言いました５保育所職員との検討会を実施

し、協議をいたしました。比較検討結果や保育所の職員の意見などを参考に、総合的に判

断をし、久勝保育所を指定管理の候補保育所として進めることになりました。同時に、指

定管理をするためには、保護者や職員に対する説明責任を十分に果たし理解を得る必要が

あります。したがいまして、今回、検討している久勝保育所の保護者や職員には同保育所

を選定した理由や指定管理のメリットなどを丁寧に説明をして理解を得る必要がありま

す。久勝保育所の保護者の方との協議につきましては、平成２３年９月９日に保護者説明

会を開催いたしまして、指定管理についてさまざまなご意見をいただきました。また、欠

席の保護者の方もおいでましたので、指定管理に関してのご意見や要望をいただくため、

改めて調査用紙、全保護者に配付し意見をいただきました。一方で、久勝の保護者会が独

自に指定管理についてのアンケート調査を実施されたようです。その結果につきましても

市のほうにいただいております。保護者の方からさまざまなご意見や要望をいただきまし

たが、それぞれいろいろな考えや思いがあります。今後、市といたしましても、子供目線

に立ち、保護者の方の心情などを十分に考慮しながら、久勝保育所の保護者の皆様に十分

説明をし、ご理解をいただき、進めてまいりたいと考えております。 

 いずれにしましても、性急に事を進めるのではなく、保護者の方には十分時間をかけて

説明し、ご理解を得た上で、平成２５年度導入を目指して進めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 原田定信君。 

○１７番（原田定信君） 今、最後に平成２５年に導入ということをお聞かせいただきま

した。ただ、ここに久勝の保育所、今現在８カ月のお子さんから４歳児まで今預かってい

ますよね、現実としてはね。ただ、ここの市民との対忚集会っていいますか、対話、これ

が私は当事者からも聞き、私自身も判断しながら聞いたんですけれども、やはりこの話し

合いの続け方が非常にまずいですよ、やっぱり。過去にも言われたことは、９月ごろにこ

の話の連絡があって話しましたということをおっしゃられました。今、部長おっしゃった
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とおりです。過去にも何回か話はあったけれども立ち消えてますというふうな判断なんで

すよ。ということは、まさに古人いわく、鉄は赤いうちに打てっていう話ありますけれど

も、やっぱりこれらの基本はちょろちょろじょろじょろ行っても、前行ったり後ろ下がっ

たりでは済まない。やっぱり、これは地域のそういった子育てをしておる人たちを中心

に、やはり積極的にこれの話には取り組んで、そしてまたそこにしっかりとした意見具申

というんですかね、要望、希望っていうものを聞いて、私は取り入れるべきでないんかな

というふうなことを特に思います。今、尐子化してますけれども、今の状態で言えば、聞

かれたこの前のメリット、デメリット話したってことを言ってましたけれども、聞かれた

保護者にしてみては、メリットの部分っていうのが非常に抽象的でわからないと。行政独

自のメリットであって、経費の削減が図れるっていう話も出たそうですけど、保護者にし

てみれば経費の削減なんちゅうのは全然関係ない話なんですよね。いい保育をしてくれ

る、ただ期待してるのは、いい保育をしてくれて、もしかしたら阿波市は特に小学生の時

代から英語に取り組みよるから、もう保育所の段階で英語教育もしてくれるんだろうかっ

ていうふうな意見もあったというふうなことも聞きました。今、出ておるところの市民に

知らされておるものが一つ一つがすべて脆弱なんですよ。一つも市民の心に響いていない

わけですね。だから、したがって今のままでは小さな子供を抱えている親にしてみれば、

ほかの保育所に移動する保護者が出てくる可能性はありますということを聞きました、そ

れは。これは非常にまずいですよね、そうなってくればね。それは、やっぱり持っていき

方の手法に私は一つ問題があるんではないかなと。っていうのは、今、久勝の保育所で、

保護者はだれひとりとして不満がないんですよね。こんな不満がなくうまくいってるとこ

ろを、どうしてここでせないかんのなというふうな話もお伺いをしました。やっぱり、話

はどんどんどんどん進めていってあげなかったら、中途半端で置いてぽこっと置いて、ま

たしばらくしてまたぽこっと出していく、まさに立ち消え的な状態で、その都度その都度

話を進めれるんはいいけれども、こんなことも言ってました。正職員の職員さん、正規職

員さんはほかのところに異動されるんだけれども、臨時の人はみんな首になるんじゃって

なって、そんなことはないやろって言ったんですけれども、そういうふうな不安的なこと

も、お母さん方にしたらまことしやかに聞こえるんですよね。だから、そういうふうなこ

とも含めて、今の２５年に持っていこうとするんならば、もう今から既に計画がされてや

っていく、親御さんのことを考えたら、この尐子化の時代に、もっともっと積極的に私は

進めなければ、ちょろっと話して、また１カ月、２カ月してまたちょろっと話しする、こ
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れ考えてみましたら、もう３月、４月になってくれば上へ上がる子もおるんですよ、も

う。次の幼稚園へ行く子もおる。そういうような現実を考えてみれば、もっともっと私は

積極的にいくべきだと。ちなみに、私がインタビューさせてもらったお母さんにしてみた

ら、最後に言いました、うちの子はことしでもう出るけんどなという、ということは、も

う来年以降に、これが民営化、指定管理でしょうけれども、されても、うちの子はもうお

らんけんというふうなことを言ってましたですよ。だから、そういうふうなところをぜひ

部長、松永部長、もう一度再度お聞かせ願いたいんだけれども、部長の手腕として、積極

的にぜひ早く受け入れていただく、そしてまたそこらに導入する業者というんですかね、

そこらの人らにはどのような、指定管理になると思うんですけれども、任そうとしておる

のか。たくさんある保育所の中で、卖に資格があるからってそこにぽんと渡すっていうの

もないだろうし、いろんなこれから行政のほうとしても、いろんな勉強をして、知識を吸

収して、ここなら間違いないわ、ここなら実績があるわ、ここなら教育がしっかりしてい

るわというようなことを積み重ねないかん。市民の保護者のほうにも勉強してもらう一

方、行政側とて勉強しなきゃだめじゃないですかね。ここは安いけんっていうようなわけ

にはいかんでしょ。そういうような面も含めて、部長、再度これらのことについての前向

きなご答弁お願いしたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 松永健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永恭二君） 原田議員の再問で、いろいろ質問があったと思います。 

 それで、一番にアンケートといいますか、地元の保護者の方からアンケートがいろいろ

出ておるんですね。賛成意見、反対意見はあるわけですけれども、ちょっと読んでみま

す。賛成意見でありますけれども、保護者のニーズにこたえてもらえる指定管理になるよ

うに考えていきたい、市の将来性を考えると１カ所は必要である、というようなご意見も

ありました。保育の質、給食の質が下がらないのであれば賛成というようなこともありま

した。特に、議員からも質問がありました。現在、不満がないのにどうして指定管理する

んだというような話の方が多くありました。私どもとしましては、将来を考えたときに、

やはり民間活力を導入して、保育所に指定管理を進めたいというような思いがあります。

そういうことで、いよいよこういう選定作業のときに、その委員会にもはめて参加させて

くれというような、いろいろ意見があります。総合しますと、そういった保護者の方やま

た職員の方にも意見がございまして、今後そういった意見に対しましても誠意を持って１

つずつ答えて、ちょっと時間がかかるかもわかりませんけれども、市の将来の子供たちの
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ための指定管理になれるようなことで進めていきたいと思ってます。 

 次に、業者のことでありますけれども、まだそれは考えてません。そのときには、公募

させていただいて、また選定委員会、先ほど言いました、保護者の代表の方も選定委員会

に入っていただきまして、決まりましたらまた議会にもご承認をいただいて、業者を決め

ていきたいというふうに考えています。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田 正君） 原田定信君。 

○１７番（原田定信君） 最後の質問になります。 

 今、部長言われたとおり、早急にこれらの作業を私は進めていただきたい。また、保護

者の方も入って、指定管理の段階で審査するということですけれども、過去に振り返った

ときに、例えば図書館を指定管理したときにもそうだったんですよね。やっぱり、一部の

人からは不安視するような発言もありました。特に、原簿を預かっている教育長なんかは

特に悩まれた部分もあったかと思うんですけれども、実際にふたをあけてみれば、やっぱ

り民間の活力っちゅうのはすごいですよ。今の職員がすごくないという意味じゃないんで

すよ、努力してないという意味じゃ決してないんだけれども、やはり民間には民間のいい

ものを持ってますから、それらのことをぜひどんどんどんどん活用していただいて、そし

てあえて久勝がこのまま民営化の方針で、私は進むんなら、指定管理の方向で進むんな

ら、私はそれでいいと思うんです。どんどんそのいい部分を地域のお母さん方、保護者の

方に示して、ぜひ一日も早い指定管理が、方向づけができて、前へ進めれるように、ぜひ

ご尽力いただきたいというふうに思います。ただ、財政難だからっていうことは、これは

よくないですよ。その方、言ってましたよ。財政と、私は預けとうないけど、どんな関係

があるんねと。これは、もうこっちのほうへ置いといたほうがええですよ。やっぱり、確

かに経費の軽減が図られるんかわからないけれども、それは行政の内々の話であって、よ

りよいサービス、よりよい教育、やはり充実するんだっていうふうな方向の部分をどんど

んどんどん前面に出していただいて、ぜひ一日も早い指定管理、民営化のほうに向けて進

めれるようにお願いをして質問を終わろうと思います。ありがとうございました。 

○議長（吉田 正君） これで志政クラブ原田定信君の代表質問が終了いたしました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後２時４４分 休憩 

            午後２時４８分 再開 

○議長（吉田 正君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 次に、６番笠井高章君の一般質問を許可いたします。 

 笠井高章君。 

 

○６番（笠井高章君） ６番阿波みらい笠井高章、議長の許可をいただきましたので、た

だいまから一般質問を行います。 

 本年も残すところ３週間となりました。本市におきましても、近い将来に発生が危惧さ

れる单海・東单海地震への対忚を初め、防災対策を重要な政策の一つとして、安心・安全

な市民生活の実現に向け、災害対策本部を初めとする組織の機能を遺憾なく発揮し、災害

発生時に迅速に対忚するための防災拠点、安全な避難場所と避難路の整備など、ハード面

の整備は無論ですが、市民の皆様が冷静かつ迅速に行動することが災害から生命、財産を

守る上で、まずもって重要であり、消防署、消防団と連携して自主防災組織の育成指導に

努め、その機能の強化を図るなど、市民への啓発行動はもとより、小・中学校における防

災教育の充実など、ソフト面においても取り組みをお願いする次第でございます。 

 それでは、通告に従い、順次質問を進めてまいります。 

 理事者各位には、明確なご答弁をお願いいたします。 

 最初の質問は、市道の道路管理対策についてでございます。 

 市民が安心して日々健やかに暮らすためには、安全で便利な道路網の整備が必要不可欠

ですが、幹線道路の整備は無論、市民が日常生活をする上で大切な身近な生活基盤である

地域内道路の整備を充実していく必要があると思われます。現在、市が管理している市道

の路線数は、１級が３２路線、２級が５５路線、その他の路線が２，７１０路線で、計

２，７９７路線となっており、その他の路線が実に９６．９％を占めております。また、

市道の道路状況については、総延長１，０８８キロ、舗装済み延長は９３７キロ、舗装率

は８７．７％の数字が出ていますが、舗装はその他路線については施工してから２０年か

ら３０年を経過した路線が存在しております。施工から長年経過すると、交通荷重、自然

条件、混合物の老化、土地改良事業、水道工事により、ひび割れ、平たん性が失われ、ま

たポートホールが発生し、円滑で安全な交通に支障を来すようになりますが、阿波市が管

理する集落内の連絡道路は大部分がその他市道であり、こうした道路は数多くあると思わ

れます。車の往来は無論ですが、高齢化が進む中で、市民が歩行、健康のためのウオーキ

ングまた自転車等で往来する場合、安全に通行でき、安心して生活するためにも、一、二

級市道については、平成２１年度から地域活性化公共交付金が国から交付され、舗装の補
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修が進んでいますが、その他市道である一般道路は現状を見てみると傷んでいる路線が多

く、補修を進めていく必要があると思いますが、これらの箇所の舗装維持、修繕をどのよ

うに進め、補修していくのか、質問したいと思います。 

 まず１点目は、舗装補修工事については、平成２２年度における一、二級と、その他市

道の実施箇所数と金額を、また平成２３年度において同様に、予定箇所と予算額はどのよ

うになっているのか。 

 ２点目として、補修箇所の状況、巡回目視観察が一番効果的であると思います。調査に

は、担当課は随時巡回をして状況を把握していると思いますが、市民の皆様がより安心し

て暮らしていくためには、安全な道路管理を目指し、年に一度の定期的巡回目視観察期間

を設けて、担当課で巡回し、補修箇所の状況の把握を図り、あわせて生活に身近な自治会

長の理解と協力を得て、補修箇所、防犯灯の切れている箇所などを調査して、道路台帳に

記載し、舗装維持、修繕、補修整備を迅速に進め、市民のニーズに対忚すべきではないか

と思います。また、市内道路網の補修整備はどのように進めているのか、質問いたしま

す。 

 以上の２点をお願いします。 

○議長（吉田 正君） 坂東建設部長。 

○建設部長（坂東 博君） それでは、６番笠井議員の市道の道路管理対策について、

（１）の補修工事の実施箇所数と金額、２２年度の実績と２３年度の予定箇所はというこ

とと、もう一点、市内道路網の補修整備はどのように進めておるのかということについて

お答えします。 

 まず最初に、平成２２年度の舗装工事で、一、二級道路とその他道路の舗装箇所数と金

額、また２３年度予定箇所と金額でございますが、議員質問の一、二級道路は、過去に集

落と集落を結ばれた幹線道路であり、幅員、延長も長いため、ほとんどが国の交付金事業

で賄っております。交付金事業の中には、経済危機対策臨時交付金事業、きめ細やかな臨

時交付金事業、また社会資本整備総合交付金事業などがあります。また、補助金ではあり

ませんが、吉野、土成町にはそれぞれ周辺対策事業がございます。質問の２２年度の一、

二級道路の舗装路線は７路線、その他道路は５０路線で、計５７路線行っております。金

額にして１億９，６００万円ほどでございます。そのうち、市卖独事業での実施数は３０

路線で、金額に起こしますと６，６００万円ほどの事業でございます。次に、２３年の分

でございますが、現在発注済みの一、二級道路が９路線、その他道路が２７路線で、３２
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路線、８，３７０万円ほど今発注済みでございます。そのうち、市卖独事業での道路発注

済みが１０路線で、２，１００万円ほどでございます。これから、また発注する路線が９

路線、今準備を進めております。これは市卖独事業で小さいものでございますが１，７０

０万円を予定をしております。 

 次に、２点目のその他道路補修整備をどのように進めておるのか、住民ニーズに対忚す

べきではないかとの質問でございます。 

 現在、建設課が随時巡回を行い、その都度補修等をしております。議員ご指摘のとお

り、道路延長は１，０００キロを超え、路線数にして２，７９７路線に達しております。

ふだんから職員が巡回と同時に、また工事現場に向かうとき、また帰るときに、道路の現

状を注視するようしております。この中で、１，０００キロの中で改良済みが約６３％が

改良ですが、残りの３７％がまだ未改良のままでございますので、今後事業を随時進めて

いかなければならないというふうに考えております。 

 次に、市民のニーズの対忚でございますが、補修の修繕に限らず、たくさんの方から道

路の要望、改良、新設改良等要望がございます。限られた予算の中でございますので、公

平、公正にできるよう、またできるだけ要望に沿えるよう努力しているところでございま

す。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（吉田 正君） 笠井高章君。 

○６番（笠井高章君） 再問いたします。 

 ただいま部長から答弁がございました。その中で、平成２４年度予算については、過去

の３年予算要望になっているようでありますが、こうした市道の実情を踏まえ、生活道路

の整備補修には、めり張りをつけ、敏速に整備する必要があると思いますが、来年度以降

の補修整備についてどのように進めるのかお伺いいたします。 

○議長（吉田 正君） 坂東建設部長。 

○建設部長（坂東 博君） 再問の２４年度の予算、またどのようにめり張りをつけて進

めていくのかというご質問でございます。 

 道路の維持管理、また新宮線及び改良につきましては、先ほど申し上げましたとおり、

たくさんの要望が来ております。その中で、費用対効果、緊急性、重要性を考慮しなが

ら、迅速に道路整備を行っていきたいというふうに考えております。また、合併して７年

になります。今の時点で、阿波市はもう一つということで、総合的地域バランスのよく、
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今後道路工事等に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 笠井高章君。 

○６番（笠井高章君） ありがとうございました。 

 私は、常日ごろから、生活基盤となる市道が安全で快適であることは、環境のよさをは

かる大切な要素であると考えております。舗装などの補修が計画的かつ迅速にでき、市道

が常に良好な状況で維持管理に努めていただくようお願いし、次の質問に参ります。 

 続きまして、２番目の幼稚園、保育所の耐震化について質問いたします。 

 小学校、中学校については、耐震診断の結果に基づき、計画的に耐震工事がなされてお

ります。あわせて、大規模改修工事もなされ、学校が非常に明るくきれいになっており、

子供たちも大変喜んでおります。 

 ところで、小さな子供たちが集まっている幼稚園、保育所施設の耐震はどのようになっ

ているのか、またどのように考えているのか、お尋ねいたします。 

○議長（吉田 正君） 松永健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松永恭二君） ６番笠井議員の一般質問で、幼稚園の園舎、保育所施設

の耐震の現状と耐震化の考え方について、健康福祉部所管の保育所についてお答えをいた

します。 

 市内には、現在１１カ所の保育所がございます。建築年度につきましては、昭和４０

年、昭和５０年代に建設されたものが５カ所、６０年代が１カ所、平成に行ってからのも

のが５カ所となっています。このうち、昭和５６年施工の現行の建築基準法以前の基準に

より設計された保育所は、八幡第二保育所、柿原保育所、吉野中央保育所、一条保育所の

４カ所でございます。平成１８年度に実施した第１次耐震診断につきましては、八幡第二

保育所と柿原保育所につきましては、Ｉｓ値の０．８０の耐震判定値をクリアしておりま

す。また、一条保育所と吉野中央保育所につきましては、平成１９年度に実施しました２

次診断の結果、両施設ともにＩｓ値０．６０かつＣｔｕＳｄ値０．３０以上という耐震判

定値を満たし、地震の震動及び衝撃に対しまして倒壊の危険性は低いと判定されていま

す。したがいまして、この耐震診断の結果から、保育所施設につきましては耐震の面では

安全性が保たれているというふうに考えております。また、冒頭で施設の建築年度に触れ

ました。現在、建築から３０年が経過する施設が５カ所存在するなど、施設の老朽化が進

んでいる実態があります。その対策といたしまして、国の地域活性化等の交付金事業など
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を活用しながら、防水工事を初め、施設の修繕を行ってきたところでございます。また、

５カ所の保育所のうち、八幡第一保育所、八幡第二保育所、一条保育所、吉野中央保育所

につきましては、統廃合を実施し新築する計画となっています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 西村教育次長。 

○教育次長（西村賢司君） 笠井議員のご質問の中で、幼稚園の耐震の現状と耐震化につ

きましてお答えしたいと思います。 

 まず最初に、現在市内の小・中学校の耐震化についてでございますけれども、平成２６

年度までに実施する計画で、順次進めております。予定どおり順調に進んでおりまして、

また事業の前倒し等も考えておりますので、平成２６年度末でございますけれども、一日

も早く、また尐しでも早くすべての小・中学校の耐震化を終えるようにやっております。 

 先ほど、代表質問の中で、市長より答弁があったんですけれども、現在の阿波市の耐震

化率でございますけれども、本年度末で７７％というふうになっております。阿波市で

は、県下でも類を見ない大規模な改修を耐震補強工事とあわせて実施をいたしておりま

す。全体計画の中での工事費ベースでございますけれども、耐震補強工事に７億５，４０

０万円程度、それから大規模改修に２４億８，５００万円、こういったように、特に教育

環境の整備に重点を置いた計画といたしております。 

 さて、議員ご質問の幼稚園の耐震の現状で、それから耐震化でございますけれども、現

在、市内には９カ所の幼稚園がございます。柿原幼稚園以外につきましては、この８園に

つきましては、昭和５７年以降の新耐震基準に基づいて建築されたものでありまして、ま

た柿原幼稚園につきましても平成２１年度に耐震診断を実施いたしました。その結果、Ｉ

ｓ値が１．１７ということの結果でございました。耐震補強に必要な基準であります０．

７という数字を十分に満たしておりました。このことから、市内の幼稚園では地震に対す

る安全性は確保ができているものと考えております。しかしながら、議員ご指摘のよう

に、今後におきましては、柿原幼稚園が築４０年、また八幡幼稚園が築３０年、こういっ

た建築の年数が経過した老朽化の進んでいる幼稚園がございます。これにつきましては、

教育環境の整備のために早急な改修や大規模改修が必要であるというふうに考えておりま

す。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 笠井高章君。 
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○６番（笠井高章君） ありがとうございました。 

 幼稚園、保育所は、就学前の大事な時期に、幼児教育並びに保育を実施する重要な施設

であります。今後とも、施設の適正な維持管理に努めていただくとともに、将来を見据え

た整備計画に基づき、教育と子供の町として、市内外から評価されていただく阿波市にふ

さわしい充実した施設の整備をお願いし、次の質問に参ります。 

 続きまして、３番目の教職員の研修について質問いたします。 

 先ほどの質問に関連いたしますが、学校施設の耐震化や大規模改修など、ハード面での

教育環境の充実は行政の役割として大変重要であります。しかし、どれだけ立派な施設で

あっても、子供たちを指導する校長先生を初め、教職員の皆様の資質と情熱がなければ学

校経営はできません。教育基本法の第９条には、法律に定める学校の教員は、自己の崇高

な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努めなければならない

と、教員の研修について規定されております。これは、社会の激しい変化に対忚するため

に、教員の研修が義務づけられていることとなりますが、現在どのような研修をしている

のか、またどのように生かされているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（吉田 正君） 板野教育長。 

○教育長（板野 正君） 笠井議員のご質問にお答えいたします。 

 人づくりは教育から、教育は人にあり、とよく言われています。学校教育の直接の担い

手は教職員であり、教職員の活動は子供たちの成長に大きくかかわっております。感化を

与えるとか、後ろ姿の教育など、すなわち教職員は子供たちにとって、人間形成上大きな

存在であり、大きな影響を及ぼすものと思います。このような専門職としての教職員の職

責の重要性を踏まえますと、教職員はみずからの資質、能力の向上を図るため、常に研修

に努める必要があると思います。議員が申されましたように、教育基本法や教育公務員特

例法にも教職員の研修が義務づけられています。国際化や情報化の進展と社会の変化の激

しい今日、教職員にはいろいろな研修、しかも高度な資質、能力が求められております。

こうしたことから、一人一人の教職員みずからが主体的に日々研修に努め、自分自身の資

質、能力を向上させることは非常に大切だと思います。今、教職員に求められている資

質、能力は、１つは教職に対する強い情熱、熱意だと思います。２つ目は、教育の専門家

としての確かな力量、これも指導力と言っていいと思います。３つ目は、総合的な人間力

です。それは、豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法などが考えられると思いま

す。 
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 そこで、現在実施している研修について主なものを申し上げていきます。まず、国レベ

ルの研修として、中堅クラスの先生を招集して、つくばの教育研究所で研修するいわゆる

中央研修を初め、海外での研修等があります。次に、県レベルの研修としては、新任の先

生が研修する初任者研修、新しく採用されますと初めから厳しい研修に入ります。そして

あと、５年経過した者、５年次研修、そしてまた１０年経過した者、１０年次研修、さら

には２０年というふうに、年次年次で研修があります。また、教頭、校長におきましても

研修がありますし、また大学や研究所、民間企業等への長期派遣研修もあります。最も多

く研修しているのは、教科に関することや生徒指導等に係る専門的研修でありまして、こ

れは県の研修ということで、板野町の県総合教育センターで実施されております。次に、

市町村レベルでの研修として、主なものと申しますと、人権教育、教科、道徳等がありま

して、本市では小学校英語活動研修も盛んに実施いたしております。次に、学校独自で研

修をする、いわゆる校内研修、これも教科、人権、道徳、最近はパソコン等の研修もしっ

かりとなされておりますし、最後には個人研修があります。個人の自主的な研修によって

自分自身を高めていくということでございます。研修の成果は、いろんな場所で、いろん

な場面でしっかりと子供たちに反映させております。阿波市におきまして、最近の研修、

研究会としては、先月１１月１８日に御所小学校で行われました県教育委員会主催の理科

教育研究大会、発表会がありました。文部科学省からも来られましたし、また県下各地か

ら多くの先生方が参加して、研究発表がなされました。また、１１月２４日には阿波市人

権教育研究大会が、土成小学校、中学校で行われました。どちらも実りの多い研究会とな

り、阿波市にとりましては大きな成果を得たものと思っております。また、私自身の研修

で心に残っている物を１つだけ申し上げさせていただきたいと思っています。ちょっと過

去の話になりますが、３０年ぐらい前のことなんですが、教員海外研修ということで、カ

ナダ、アメリカ、メキシコ、ブラジル、パラグアイ、ペルーの３２日間の研修日でありま

して、その３２日間で、小学校、中学校、高等学校、大学、専門学校合わせて１７校訪問

いたしました。特に印象に残ったのは、ブラジルサンパウロの中学校女性校長先生の言葉

でありました。日本と遠く離れていますが、ちょうど日本と反対側っていうんですかね、

地球の反対側がブラジル、日本ということになりますが、最も遠い土地と思いますが、子

供の教育にかける思いは日本には負けませんと。子供の教育にかける思いは、情熱は同じ

です、って言われたことを今も思い出しています。無限の可能性や能力を持つ子供たちを

最大限伸ばす教育をするためにも、しっかり研修して、自分自身の資質、能力を高めるこ
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とが大切であると思います。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 笠井高章君。 

○６番（笠井高章君） ただいま教育長から県教委が実施する研修についてなど、詳しく

お聞かせいただきました。先生方が多忙な日常の仕事の中で、教職員としての資質向上の

ための研修、教科教育などを初め、子供の指導に関するさまざまな研究会などに積極的に

参加するとともに、研究発表の実施などにより、先生方が研さんを積むことが教育内容の

充実、指導力の向上につながっていると理解できました。 

 再問として、阿波市の子供たちのために、阿波市として、教職員がどのような研修を必

要であり、どのような研修を計画をしているのか、詳しくお聞きいたします。 

○議長（吉田 正君） 板野教育長。 

○教育長（板野 正君） 再問にお答えいたします。 

 今、世界に目を向けますと、経済、金融、雇用等の問題、そして激しい国際競争、また

広がるインターネット社会、急激な尐子化、高齢化と、子供たちを取り巻く環境は大きく

変化しております。このような時代を生き抜いていかなければなりません。生き抜くこと

のできる子供の育成をしていかなければなりません。阿波市といたしましては、この時代

が要請する力量を備えた教師を育てる研修の必要性を痛感いたしております。特に、大切

であると思うことは、それは人と人との強いきずなづくりだと考えております。また、伝

統、文化、体力向上、人権の尊重等の研修は欠かせないものと思います。また、阿波市で

はそれぞれ幼稚園、小学校、中学校の研究会や幼・小・中が連携した研究会もありまし

て、いろいろな研修、研究を計画いたしておりまして、それを実施いたしております。例

を挙げますと、幼稚園教育では、来年度、伊沢幼稚園で徳島県幼稚園教育研究大会を控え

ているところでありまして、すべての幼稚園が一体となって幼児教育の充実を図っており

ます。また、小・中学校では、教科教育、総合学習、英語、特別支援、人権、食育、情報

などの各分野にわたって、研修計画をし、実施いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田 正君） 笠井高章君。 

○６番（笠井高章君） ありがとうございました。 

 私は、昨年の９月定例会では、子供たちの体力づくりと幼児教育の充実について、こと

し３月の定例会では、特別支援教育についてなど、これまでにも教育に関するさまざまな
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質問をさせていただきました。以前にも申しましたと思いますが、教育はすぐに効果の出

るものではございません。地道な努力を積み重ねていくことが、結果として将来の阿波市

を担うすばらしい人材を育てる教育力につながるものと信じております。 

 今後におきましても、教育委員会を初め、市行政にはハード、ソフト面の両面におい

て、教育環境のさらなる充実が図られますよう、なお一層のご尽力をお願いし、今期定例

会における私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（吉田 正君） これで６番笠井高章君の一般質問が終了いたしました。 

 次に、９番樫原賢二君の一般質問を許可いたします。 

 樫原賢二君。 

 

○９番（樫原賢二君） ただいま議長さんから一般質問の許可をいただきましたので、一

般質問に入りますが、先日、原田議員先生から私の名前も出ましたので、小笠原幸氏の功

績、並びに一言だけのお悔やみを申し上げます。 

 私と小笠原幸氏とは、昭和５８年４月からともに市場町発展のために頑張ってまいった

次第でございます。その中で、平成６年６月１０日に私はやめまして、いろいろございま

して、このような形でまた市民と行政のパイプ役ということで頑張っておるところでござ

いますけれども、小笠原前市長は非常に実直な方でございまして、とにかく言うたら真っ

すぐな人でございました。本当に尊敬する人でございました。この１２月議会に金清温泉

の改装、リフォームという予算が出ておるわけでございますが、約２億円ということでご

ざいます。小笠原前市長と美馬駿一町長とは本当に親子のような中でございました。私は

もとより、稲岡議員先生、それから吉川議員先生、特に小笠原先生とはじっこんがあった

のは原田先生でございます。私、個人的な意見でございますけれども、ぜひ美馬駿一先生

の隣に親子として銅像ができたらなと、こういう希望をするわけでございます。これも、

原田議員が第一人者になって、牽引車になってお願いしたいなと、こう思うわけでござい

ます。 

 それでは、私の質問に移らせてもらいます。 

 先般の１５号台風により、善入寺島３６０町歩、また３，０００人余りの耕作者がつく

っておる表土、これが流されてしまいまして、これは弱ったもんだなということで、善入

寺島の東の端より、市長が手際よく許可を申請していただきまして、善入寺島改良区の役

員様ほか数名が４トンダンプまた４トンダンプ５台で、１，０００台に余る表土をいち早



- 95 - 

く入れまして、現在、野菜がまたいろいろな作物がつくられて、どんどんと出荷され、活

気あふれる善入寺島でございます。今後、市長の素早い対忚よろしくお願いするととも

に、剣先の件につきましても、市長、先日は３日、４日と東京の国土交通省のほうに行っ

ていただきまして、朗報を聞いております。市長、今後とも改良区の理事長木村秀正様よ

りよろしくということでございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、通告してあります阿波市の未来を託す子供についてでございます。 

 小学校、中学校の子供たちのきずなについてでございますけれども、体力向上のために

たすきリレーのマラソンをしてはどうかということでございます。まず、小学校、阿波市

全児童・生徒数が１年生から６年生まで１，９６６人おられるわけでございます。そのう

ち、男の子はちょうど１，０００人でございます。また、女の子の子供が９６６人であり

ます。また、中学校では阿波市全児童・生徒数、１年生から３年生まで１，０５４人でご

ざいます。内訳といたしまして、男のお子様が５２７人、女の子のお子様が５２７人で同

数でございます。そこで、児童・生徒に対し、各学校区域内のことはよくわかるのでござ

いますが、またきずなもできるのですが、つながり、助け合うという基本で、新年度よ

り、東西３０キロ、单北１０キロ余りあります。そこで、「あすに向かって人の花咲くや

すらぎ空間」阿波路を隅々までたすきリレーマラソンをし、生徒同士の心の触れ合い、体

力向上をつくり、阿波市の未来を託す子供たち、またよき思い出づくり、各学校の生徒同

士の心のきずなを年４回、春、夏、秋、冬と開催してはどうかと父兄より強く要望がござ

いました。力強いご答弁をお願いしたいと思います。 

 続きまして、（２）でございますが、徳島駅伝でございます。徳島駅伝における阿波市

のきずなの強さについてでございます。 

 平成２３年１月４日から６日の３日間、阿波市を代表し、すばらしい成績でありまし

た。この中に、阿波市中学生が１１人、１１人の生徒が走ったわけでございます。ぜひこ

の点をよく考慮しながら、阿波市代表として走りますが、また本年も、先ほど申し上げま

したように、来年の１月４日から５日、６日とございますが、男の子が６名、女の子が６

名と、計１２名でございます。この方が現在登録されておるそうでございます。そういう

ことで、来年はちょうど５８回目を迎えるわけであります。現在、監督を中心となり、夜

遅くまで猛練習をしていると聞き及んでおります。きずな、すなわち全面的に押し出し、

来年の新年のマラソン、すばらしい成績を祈るばかりでございます。これまた力強いご答

弁をいただきながら、答弁によりまして再質問いたしますので、よろしくお願い申し上げ
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ます。 

○議長（吉田 正君） 板野教育長。 

○教育長（板野 正君） 樫原賢二議員のご質問にお答えいたします。 

 議員の、阿波市の子供たちのきずなを強くするために阿波市の端から端までをたすきリ

レーマラソンをしてはどうか、体力向上にもつながりますよというご提言、本当にすばら

しいお考えだと思います。私は、今、ご質問をお聞きしながら、それが実現できれば本当

に阿波市は体力増強を含め、きずながしっかりとできるものかなというふうに思いながら

ご質問を聞かせていただきました。 

 まず、議員の思われていることの中にきずなっていうことをしっかりと言われておりま

すし、それは多分子供たちの心と心の触れ合いということを大事にされつつおっしゃられ

たんではなかろうかというふうに思います。このことについて尐しだけ関係しますことを

申し上げますと、確かに、今、人間世界では、人間関係が希薄になりつつある今日、きず

なづくりは本当に大事であるというふうに思いますし、いろんなきずなを結ぶチャンスと

いうか、つくるチャンスはあるわけなんですけれども、特にこういった市挙げての行事を

することによって、より一層きずなが強く結ばれるであろうということだと思います。し

かしながら、これは体育面だけでなくて、小学校でも、阿波市全体で行っております水泳

大会とか、あるいはジュニアマラソンとか、それから中学校では、市挙げての総合体育大

会、また音楽会とか、あるいは陸上競技大会とかといったものも、阿波市挙げての大会と

して今現在もされております。もちろん、そういった大会の中で、子供たち、生徒たちは

本当に初めて会う子供たち、仲よくしながら、また競い合いながら、本当にきずなを深め

ている場面もたくさんございます。そういったことで、今回年に４回そういったたすきリ

レーをしてはということでございます。このことについては、すぐにはできるとはなかな

か難しいところではございますので、そういったことについては今後しっかり研究をさせ

ていただきたいというふうにい思います。 

 ２つ目の徳島駅伝のことでございます。このことについては議員もよくご承知でありま

して、本当にこの徳島駅伝については私は毎年、市長、議長、関係する議員の方々と一緒

にずっと忚援というか、見ておりますが、本当にこの駅伝ほど厳しい、酷なというか、そ

ういったゲームといいましょうか、はないなというふうに思います。選手の方が本当に一

本のたすきを次の者にとにかく渡さなきゃいけないということで、本当に必死になって、

とにかく届けるんだという気持ちはごらんになられた議員もおいでると思いますが、感動
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しておったように思います。その中で、阿波市の今回５８回の徳島駅伝を迎えるわけでご

ざいますけども、本当に駅伝が終わった後で、しっかりと反省しながら、どうすればより

強く、より高く臨めるかということを考えて、次の年へのいろんなことを考えながら改善

を図っているところでございます。この厳しい運動、レースについて本当に関係する監督

さんを初め、いろんな方が一生懸命に日夜取り組んでおることもご承知だと思いますが、

多分きのうの晩もきょうの晩も緑の丘スポーツ公園で夜７時から９時過ぎまで練習をして

おると思います。そんな中で、とにかく一段、一歩でも上位を目指しながら頑張っておる

姿は、私は本当に感心いたしておるところでございます。この徳島駅伝につきましては、

とにかく一番私は皆様方、市民の方にもお願いするわけなんですけれども、沿道での忚援

ということは非常に選手にとっては力強いものとなると思います。どうぞ時間がある限

り、とにかく忚援をしていただければありがたいなというふうに思っておるところでござ

いまして、今後いろんな場面、いろんなところでしっかりと頑張っていくよう努力してま

いりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（吉田 正君） 樫原賢二君。 

○９番（樫原賢二君） ただいま教育長さんから私の１番の小学校、中学校のマラソンし

てはどうかと、低学年から高学年までということでございますが、実はこれが阿波市が発

行しておる、阿波市商工観光課が発行しておるんですが、この中にこのやねこじきがござ

います、やねこじきがね。このやねこじきのときに、子供たちに思い出をつくってやらん

かというのが基本でございまして、その上に、現在、この子供たちも大きく育ちまして、

もう３２歳になっております。その子供たちは、非常に懐かしがっております。懐かしが

っております。そこで、阿波市合併して、来年の４月１日からは新入生、すなわち１７年

度に生まれた子供が小学校１年生に入学するわけです。年数は流れるんです。吉野川の水

のごとく、ごうごうと流れていくんです。それについて、足跡を残さないかんのです。足

跡。だから、十分に協議して、きょうこの席でやるという即答は結構でございますので、

今後前向きにやっていくんだという、この点でお願いしたいと。再度、お答えを願いま

す。 

○議長（吉田 正君） 板野教育長。 

○教育長（板野 正君） 再問にお答えいたします。 

 議員の思い、お考えは本当にすばらしいものだと思います。子供たちにとっては、一度
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しか通らない小学校時代、中学校時代であります。もちろん、その中でしっかりと思い出

をつくって、将来いろんなところで役立てていくということは、大きな大きな宝物になる

と思っております。今、議員から申されましたように、その阿波市を阿波路をリレーでき

ずなということを考えつつレースをするということについては、今後しっかりと研究をさ

せていただくということであって、今、私は、いろんな条件が要るわけなんですね、道路

規制の中では、通行どめもあったりしますので、そんなところもしっかり考えつつ、でき

るだけそういったことができないかという方向で検討してはいきたいと思います。今、頭

にちらっと浮かんだことは、中学校４校あります、４中学校、吉野中学校から土成中学校

へ、土成中学校から市場中学校へ、市場中学校から阿波中学校へのたすきリレーも研究す

ればできるかなと。研究させてください。 

 以上です。 

○議長（吉田 正君） 樫原賢二君。 

○９番（樫原賢二君） 教育長、１番につきましてはそれで結構なご答弁と思います。 

 それと、２番目の駅伝でございますが、私、過去７年間の分のデータを持っておるんで

すが、ちっちと階段を上がっていくように、一歩一歩上がっておると。いわゆる阿波市は

成長しとるということで、私は非常に教育長のすばらしい采配、また市長の下段でスムー

ズにこの駅伝も、今度はもういっちょぐらい上がるであろうと、こういうことをお願い申

し上げまして、この項は質問を終わらせていただきます。 

 続きまして、阿波市の観光資源についてでございます。 

 まず、コイの町、市場町のせり市場についてでございますが、昭和４９年２月、時の町

長、先ほど申し上げました美馬駿一町長が、減反施策のため、市場町を一大観光、市場町

錦鯉流通組合を設立し、初代組合長が近藤博さんでございます。この方が１４年いたしま

した、近藤博さんがね。２代目組合長が１３年、この方は妹尾善二さんでございます。３

代目組合長が現在の中川芳晴氏で、現組合長が１１年目でございます。開催日は、１月が

初競り、３月から１１月まで第一土曜日、第三土曜日であり、年間１９回を基本に、組合

員、バイト、シルバー１７名で運営しておるそうでございます。また、出荷数につきまし

ては１５０箱から３００箱余りであります。競り参加人数につきましては、５０名から１

００名余りであるそうです。業者別では、広島、岡山、高知、愛媛、兵庫県で、たくさん

の県外の人が押し寄せております。また、県内愛好家でにぎわっておるということでござ

います。現組合長の中川芳晴氏の要望としては、まず１番に、３７年間使いっ放しの施設
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でございますので、まず１に、トイレは３７年前のままでございます、そこでぜひ水洗式

のトイレに設置をお願いしたいと。続いて、雤どいは腐って落ちかけておりますというこ

とです。次は、マイクの設備ですが、３７年間使っておりますので、ほぼ使えない状態で

すと。続いて、建屋の塗装をお願いしたいと。続いて、路面、路面というのは周囲です

ね、周囲の舗装もお願いしたいと。これ歴史ある錦鯉の町市場町のせり市場の要望をよろ

しくご理解のほどお願いしたいということでございます。力強いご答弁をお願いし、また

再質問いたします。よろしくお願いします。 

○議長（吉田 正君） 田村産業経済部長。 

○産業経済部長（田村 豊君） ９番樫原議員の一般質問にお答えをさせていただきま

す。 

 阿波市の観光資源についてというようなことで、錦鯉のせり市の改修工事についてとい

うようなご質問だったかと思います。ご質問の１番、錦鯉流通市場は、市場町尾開字日吉

にございます。現在も阿波市が設置している施設でございます。昭和５０年４月に開設さ

れたもので、開設当初は旧の市場町役場の産業課が運営をいたしておりましたが、その後

は市場町錦鯉流通市場組合が、そして阿波市となって現在においては、同組合が指定管理

者となって管理、運営をいたしております。施設につきましては、鉄骨づくり、一部２階

建ての事務所と、集出荷場を合わせた建物、屋外に池を備えた設備となっております。昭

和４５年度以降の米の減反政策の中で、旧市場町が転作の推進と観光の目玉として設置し

たものであります。それで、昭和５０年度から運用が始まり、現在も先ほど議員の質問の

中でもございましたけれども、毎年１月の初競りに始まり、３月から１１月の期間中、第

一、第三土曜日の午後１時から、定期的にせり市を開催をしております。白鳥の住む金清

池や観光の拠点であります金清温泉、白鳥荘にも近く、毎回県内外から愛好家の方、観光

客も訪れています。このようなせり市場は県内や近隣の県にはないため、生産者や流通業

者にとっては大変重要な拠点となっております。岡山県や広島県あたりからも来場されて

おり、また最近では、錦鯉だけでなく、金魚やメダカなども出品され、女性客もふえてい

るということを聞いております。 

 さて、議員ご指摘のように、施設は３５年を過ぎ、鉄骨部分のさびや腐食が進み、また

施設全体の老朽化と雤漏りなどが発生している状況がございます。本施設につきまして

は、西日本でも有数のせり市会場であります。本市の観光資源としても大変有益な施設で

もあります。金清温泉周辺の道路や池などを一体的な環境整備としてとらえ、流通市場が
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その機能を十分発揮することができますように、議員ご指摘の箇所についても今後指定管

理者と十分相談して、必要な箇所の修繕について取り組んでいきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田 正君） 樫原賢二君。 

○９番（樫原賢二君） 田村部長から、今後管理者と協議ということでございますが、私

自身は風邪引いとらんだらこれ全部読むんですが、市場錦鯉流通市場管理協定書ちゅうん

がございまして、この協定書に平成２３年４月１日、甲、阿波市長野崎國勝殿、乙、組合

長中川芳晴殿という、詳しく詳しくこれございますが、実はこういう協定書があるがゆえ

に、恐らくやこの公文書というたら失礼なことでございますが、阿波市が「ほら、旅に出

たくなってきた。阿波市」へと、まず四国霊場がございます、それからいっぱいございま

す、こういう状態で。テレビで映してもろといたほうがええと思います。それで、なぜこ

ういうふうなパンフレットといいますか、こういうふうなん出すがゆえの施設を、阿波市

商工観光課として、お問い合わせは阿波市商工観光課へと、ホームページ、Ｅメールと、

電話、ファクスと、こういうふうになっておるんですが、先日研修のために、青森県のほ

うへ参りまして、私こういうふうなパンフレットを全部持って帰って、比べてみました。

無論、青森県も陸奥湾を背にした青森市でございまして、リンゴが全く放射能で売れんと

いうようなお話も聞きましたし、しかしながら、我が阿波市農業立市でございます。そう

いうことで、このパンフレットを出したがゆえに、ぜひお願いしたいのは先ほど申し上げ

たもろもろの施設を一日も早く改善をお願いしたらと、こう思います。それと、これが現

在の錦鯉のせり市場の現況でございます。これが果たしてこのパンフレットと合うもんか

と、私はちょっとお粗末な状況でなかろうかと、こう思うわけでございます。ぜひ、早急

に改装をしていただくとともに、先ほどお願い申し上げました、これ、これがコイのこれ

でございます、２匹のコイがパンフレットに出ておりますが、これも市内の方々はもとよ

り、市外の方、またかなりな国外にいとるかもわかりません、これは。だから、そういう

ことがないよう、一日も早く見直しするべきことは見直し、ほれからこの阿波市はまだま

だどんどん伸びなならんわけでございまして、ぜひ今後いろいろございましたら、また質

問いたしますが、長々質問をしたいんですが、何分風邪引いておりまして、この辺で置か

せていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（吉田 正君） これで９番樫原賢二君の一般質問が終了いたしました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 
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 次回の日程を報告します。 

 次回は明日８日午前１０時より一般質問であります。 

 なお、この後、代表者会議を委員会室で行いますので、代表者の方はご参集ください。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

            午後４時０５分 散会 

 


